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大好評！！
『シャロームイスラエルSeasonⅡ』（全20話）

　　

「シャロームイスラエルシーズン2」で検索
ご視聴はCGNTV、YouTube共に　　

シャロームイスラエルシーズン2

『シャロームイスラエルⅠ』（全40話）のDVDも好評発売中！

ゆうちょ 00900-7-313674 ／ 三菱UFJ 玉造支店（普）0125795 ／ 三井住友 玉造支店（普）6695584

2022年下半期、オメガの活動が主の喜びとなり実を結び
ますように。
・オメガ出版スペシャルの第1弾と第2弾と覚えて
2022年、神のマスタープランプロジェクト「神のことばは生きて
いる！」をテーマに、スペシャル教材出版に向けて、最終の準備を
しております。すべての必要が満たされ、編集作業とすべての工程
の上に、主の守りと油注ぎがありますようお祈りください。
・栄子・スティーブンス師による「オメガ・バイブル・セミナー～マ
スタークラス～」の準備に入りました。すべての必要が満たされ、
今後、激動する世界情勢の中で、神の愛を軸に聖書のことばが
生きて働きますように。教会の強固な土台づくりにお仕えすること
ができますように。

主イエスの恵みが、すべての者とともにありますように。　ヨハネの黙示録22章21節

2022年 主題聖句

主の喜びとなり実を結ぶ

オメガ活動ビジョン

神のマスタープランプロジェクト

1
祈りの課題 2

栄子・スティーブンス師とアメリカのご家族と
教会を覚えて
尊いお祈りをありがとうございます。皆様の愛と祈りが一つとされ、
アメリカでのご葬儀のすべてが主の栄光と臨在に包まれました。
栄子師はこれからも主から頂いた使命を全うし、来るべき日本の
大いなる救いと聖霊の恵みの時に備えて、主の道を歩む再献身を
表明されました。引き続き、栄子師とご家族、アメリカの教会や
ご友人の上に、主の愛と平安が豊かにありますようお祈りください。
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感謝と追悼。
ビル先生、ありがとうございました。天での再会を楽しみに。
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オメガご支援者様へ　いつも神の国を共に求め、共に主にお仕えできますことを心より感謝申し上げます。
　　　　　　　　　　2021年度会計報告書を別途発送させていただきます。心からの感謝を込めてお送りいたします。ご査収のほどよろしくお願いいたします。在主

ケトゥーバ：古代から現代まで結婚に不可欠なユダヤ教の結婚契約書

オンライン形式　内容・費用・回数などオメガスタッフがご相談に応じます。

対面形式　オメガ・マスタークラス開催予定地　日本・イスラエル・ほか
　　　　　コーディネーター 輪嶋東太郎氏

主イエスの恵みが、すべての者とともにありますように。　ヨハネの黙示録22章21節

2022年 主題聖句

主の喜びとなり実を結ぶ

オメガ活動ビジョン

神のマスタープランプロジェクト2022
2022オメガ出版

「神のことばは生きている！」
いよいよスペシャル教材予約注文受付開始！

第1弾

「ユダヤ式婚礼と日本の教会の関係
  ～イスラエル七つの例祭からの考察～」

著者 
栄子・スティーブンス
A5（フルカラー）
全約80頁

定価1,650円（税込） 特別価格1,260円（税込）

一冊1,100円（税込）10冊以上まとめて
ご注文の場合 （10冊 11,000円（税込））

いよいよ！
事前予約

申込み
受付開始！

第2弾

栄子・スティーブンスによる
「ヨハネの黙示録1日1章」

4枚入CD　5セット　全20枚予定

予約受付は
8月ごろの

予定

オメガバイブルセミナー  
栄子・スティーブンス

難解と言われるヨハネの黙示録を軸に旧約聖書から新約聖書までの
関連性をつかみ、さらに、過去、現在、未来の聖書預言に基づき、神の愛の
大きさ、深さ、高さ、長さを知るための本質的な聖書の学びを目指します。

栄子先生との質疑応答形式による個人やグループ・団体や教会の
ニーズに合わせた新しいスタイルの分かりやすい終末論関連セミナー。
いよいよスタートです。まずはお気軽にお問い合わせください。

2022年下半期、オメガの活動が主の喜びとなり実を結びますように。
・オメガ出版スペシャルの第1弾と第2弾と覚えて
2022年、神のマスタープランプロジェクト「神のことばは生きている！」をテーマに、
スペシャル教材出版に向けて、最終の準備をしております。すべての必要が満たされ、
編集作業とすべての工程の上に、主の守りと油注ぎがありますようお祈りください。
・栄子・スティーブンス師による「オメガ・バイブル・セミナー～マスタークラス～」の
準備に入りました。すべての必要が満たされ、今後、激動する世界情勢の中で、神の愛
を軸に聖書のことばが生きて働きますように。教会の強固な土台づくりにお仕えする
ことができますように。

1
祈りの課題 2

栄子・スティーブンス師とアメリカのご家族と教会を覚えて
尊いお祈りをありがとうございます。皆様の愛と祈りが一つとされ、アメリカ
でのご葬儀のすべてが主の栄光と臨在に包まれました。栄子師はこれから
も主から頂いた使命を全うし、来るべき日本の大いなる救いと聖霊の恵み
の時に備えて、主の道を歩む再献身を表明されました。引き続き、栄子師と
ご家族、アメリカの教会やご友人の上に、主の愛と平安が豊かにありますよう
お祈りください。

オメガご支援者様へ　いつも神の国を共に求め、共に主にお仕えできますことを心より感謝申し上げます。
　　　　　　　　　　2021年度会計報告書を別途発送させていただきます。心からの感謝を込めてお送りいたします。ご査収のほどよろしくお願いいたします。在主

祈りの指針として終末時代について学ぶ分かりやすいオメガ出版の教材をどうぞご活用ください。
TEL・FAX　06-6777-2117
オメガ出版オンラインショップ　https://omega.or.jp/shuppan/　

事前申込みやお問い合わせ、相談窓口
お問い合わせフォーム　
https://omega.or.jp/contact/
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灰を埋める前ビル先生の灰と海軍の帽子墓石と祭壇と栄子先生

イスラエルの荒野

Voice From Revelation
黙示録シリーズ Vol. 25
―その17未来の預言

1990年から日本人聖書研究会（のちのエルサレム日本人教会）牧会。イスラエル政府公認ガイドとして、18年間イスラエルで活動。1996年、
B.F.P. Japan（ブリッジス・フォー・ピース）設立。2008年、B.F.P. Japan理事長を辞任し、オメガ･ミニストリーズ（現 一般社団法人オメガ・ジャパン）を
設立。現在はアメリカに拠点を置き、執筆活動と日本でのバイブルセミナー講師として幅広く活躍中。日本CGNTV『シャロームイスラエルⅠ・Ⅱ』
主演者・講師。幻冬舎大学「大人のためのカルチャー講座」セミナー講師。「聖書は預言書である」をテーマに多数のセミナーDVD・CD・著書を出版。
2021年7月より米国カンザス州の教会を中心に講演活動を行っている。コロナ禍の現在、終末論を語る講師として米国でも期待されている神の器。

栄子・スティーブンス

この預言のことばを朗読する者と、それを聞いて、そこに書かれていることを心に留める人 は々幸いである。
時が近づいているからである。黙示録1:3

思われます。
いよいよ、聖徒たちの祈りが答えられ、

神様が悪者に対して復讐をなさる時が来
ました。地のブドウの房が熟していると
いうのは、彼らの悪が天まで届き、神様
がソドムとゴモラを破壊されたように、反
キリストの世界統一国家を破壊される時
です。穀物の刈り取りは「救い」を表しま
すが、ブドウの刈り取りは「審判」を表し
ます。

19節で、「そこで御使いは地にかまを
入れ、地のぶどうを刈り集めて、神の激
しい怒りの大きな酒ぶねに投げ入れた」と、
酒ぶねでブドウを踏むように、悪人たち
が踏み潰される時が来ました。このよう
にして、神様は罰すべき者を罰せられる
お方です。

20節で、「その酒ぶねは都の外で踏ま
れた」のですが、そこはエルサレムの神殿
の丘と、オリーブ山との間にある、ケデ
ロンの谷のことです。

ケデロンの谷は、王の谷とも呼ばれて
います。アブラハムが戦いで勝利を得た
後、帰途でいと高き神の祭司メルキゼデ
クに出会った所が、王の谷であると記さ
れています（創14:17）。そして創世記14
章18節に、「シャレムの王メルキゼデク
はパンとぶどう酒を持って来た。彼はいと
高き神の祭司であった｣と記されています。
また、この谷はヨシャパテの谷とも呼ば
れています。

万4千人の伝道師たちが歌っている声で
す。勝利をたたえる、喜びの叫びと言え
るでしょう。

3節で、「彼らは、御座の前と、四つの
生き物および長老たちの前とで、新しい
歌を歌った。しかし地上から贖われた十
四万四千人のほかには、だれもこの歌を
学ぶことができなかった」と言われていま
す。天の御座の前ですから、イスラエル
の民の中から特別に選ばれた14万4千
人が、天にいることを表しています。

大患難時代の伝道が終ったところで、
シオンに立っている14万4千人の伝道師
たちは、携挙のような形で天に到着して
いると考えられます。彼らの歌っている賛
美は、誰も歌うことのできない歌です。
異言のような歌かもしれません。

黙示録14章4節と5節、「彼らは女に
よって汚されたことのない人々である。彼
らは童貞なのである。彼らは、小羊が行
く所には、どこにでもついて行く。彼らは、
神および小羊にささげられる初穂として、
人々の中から贖われたのである。彼らの
口には偽りがなかった。彼らは傷のない
者である」

4節で、｢彼らは女によって汚されたこと

第1の布告
「イスラエルの伝道師の勝利」
黙示録14章1節、「また私は見た。見

よ。小羊がシオンの山の上に立っていた。
また小羊とともに十四万四千人の人たち
がいて、その額には小羊の名と、小羊の
父の名とがしるしてあった」

第1の布告では、黙示録7章で額に神
の印が押された14万4千人が大患難時
代の伝道を終えて、小羊であるキリストと
共にシオンの山に立っています。

黙示録14章2節と3節、「私は天から
の声を聞いた。大水の音のようで、また、
激しい雷鳴のようであった。また、私の
聞いたその声は、立琴をひく人々が立琴
をかき鳴らしている音のようでもあった。
彼らは、御座の前と、四つの生き物およ
び長老たちの前とで、新しい歌を歌った。
しかし地上から贖われた十四万四千人の
ほかには、だれもこの歌を学ぶことがで
きなかった」

2節で、「私は天からの声を聞いた。大
水の音のようで、また、激しい雷鳴のよ
うであった。また、私の聞いたその声は、
立琴をひく人々が立琴をかき鳴らしている
音のようでもあった」というこの声は、14

第5の布告
「主にあって死ぬ死者は幸い」
黙示録14章13節、「また私は、天か

らこう言っている声を聞いた。『書きしる
せ。「今から後、主にあって死ぬ死者は
幸いである。」』御霊も言われる。『しかり。
彼らはその労苦から解き放されて休むこ
とができる。彼らの行いは彼らについて
行くからである』」

第5の布告は、13節で「書きしるせ。
『今から後、主にあって死ぬ死者は幸いで
ある。』御霊も言われる」、とあります。聖
徒たちが次々と殺されている時、天から
のこの布告が、どれほどの慰めとなるこ
とでしょう。

同じく13節で、「彼らはその労苦から
解き放されて休むことができる。彼らの
行いは彼らについて行くからである」と励
まされています。毎日、反キリスト政権の
警察や軍などによって捕まるのではない
かと恐れて過ごす日々から解放され、神
様の御前に着き、休むことができるとい
う、この布告は聖徒たちに力強い忍耐を
与えることでしょう。

第6の布告
「救われた者を駆り集める」
黙示録14章14節から15節、「また、
私は見た。見よ。白い雲が起こり、その
雲に人の子のような方が乗っておられた。
頭には金の冠をかぶり、手には鋭いかま
を持っておられた。すると、もうひとりの
御使いが聖所から出て来て、雲に乗って
おられる方に向かって大声で叫んだ。『か
まを入れて刈り取ってください。地の穀物
は実ったので、取り入れる時が来ました
から』」

第6の布告は14節で、「私は見た。見
よ。白い雲が起こり、その雲に人の子の
ような方が乗っておられた。頭には金の
冠をかぶり、手には鋭いかまを持っておら
れた」とあります。頭に金の冠をかぶって
いる、人の子のような方は、多くの神学
者がイエス様のことであると述べています。

イエス様のかぶる冠は王の冠で、ギリ
シャ語では「ディアデマ」と言います。一
方、ギリシャ語の「ステファノス」とは、
キリストに忠実に仕えた者が頂く冠で、
勝利者を表します。ディアデマを持ってお
られるイエス様が、悪に勝利し、ステファ
ノスの冠を「勝利の印」としてかぶってい
らっしゃるのだという解釈もあります。黙
示録19章12節で、「その頭には多くの
王冠があって、ご自身のほかだれも知ら
ない名が書かれていた」と言われています
から、主なるイエス様は複数の冠を持っ
ておられます。

ボツラに隠れているイスラエルの民が、
民族的にイエス様を信じます。また、世
界中に残っているイスラエルの民が、メシ
ア王国でイスラエルの地に帰還して、団
体で主の御前にひれ伏します。5節では、

「彼らの口には偽りがなかった。彼らは傷
のない者である」と記されていますから、
彼らは霊的にも肉体的にも清い者です。
14万4千人を初穂とし、次々と同じよう
な団体が現れ、収穫されていきます。

第2の布告
「御使いの伝道」
黙示録14章6節と7節、「また私は、

もうひとりの御使いが中天を飛ぶのを見
た。彼は、地上に住む人々、すなわち、
あらゆる国民、部族、国語、民族に宣べ
伝えるために、永遠の福音を携えていた。
彼は大声で言った。『神を恐れ、神をあ
がめよ。神のさばきの時が来たからであ
る。天と地と海と水の源を創造した方を
拝め』」

6節で、「また私は、もうひとりの御使
いが中天を飛ぶのを見た。彼は、地上に
住む人々、すなわち、あらゆる国民、部
族、国語、民族に宣べ伝えるために、永
遠の福音を携えていた」と言われています。
神様は御使いを送って、御使いは中天を
飛びながら伝道しています。エルサレムで、
二人の証人が奇跡を起こし、福音を伝え、
その後、殺されましたが、神様は彼らを
復活させられました。世界中の人々の目
が、テレビやインターネット、スマート
フォンなどで二人の証人に釘付けとなりま
す。神様はまた、14万4千人を大患難時
代の期間守り通させ、伝道させました。
そして、神様側に付く最後のチャンスとして、

これは、聖徒たちに、偽の三位一体の
堕落と失敗を示すこと、最後の第3の災
いに起こる七つの鉢である災難が近づい
ていること、そして聖徒たちの忍耐を強
めるために、御国の到来に関する七つの
布告を行っています。

今回の黙示録の中で語られている聖徒
たちは、大患難時代の最初からいたイス
ラエルの民の14万4千人の伝道師たちで
はありません。今回出て来た人々は、ま
だ神の証印を押されていませんでしたが、
大患難時代に入ってからイエス様を信じ
て救われ、神の証印を押されて、無数の
殉教者たちとなっていった、「新しくイエ
ス・キリストを信じた人々」、また「新しく
イエス・キリストに救われたイスラエルの
民」たちなのです。

七つの布告
（新改訳第三版使用）

13章で反キリストと獣の刻印について
学びました。
ヨハネの黙示録（以下、黙示録）13章
16節、「また、小さい者にも、大きい者
にも、富んでいる者にも、貧しい者にも、
自由人にも、奴隷にも、すべての人々に
その右の手かその額かに、刻印を受けさ
せた」

そのような中でも、主に守られ、獣で
ある反キリストの刻印を受けずに隠れ通
すユダヤ人、異邦人がたくさんいます。
この時点では、まだ大患難時代は3年半
残っていますが、14章においてはメシア
王国（御国）の到来を布告しています。

第3の布告
「大バビロンは倒れた」
黙示録14章8節、「また、第二の、別

の御使いが続いてやって来て、言った。
『大バビロンは倒れた。倒れた。激しい
御怒りを引き起こすその不品行のぶどう
酒を、すべての国々の民に飲ませた者』」

第3の布告は、反キリストの経済本拠
地であるバビロンが倒れたことを告げて
います。現在の世界の経済本拠地は、
ニューヨークのウォール街です。反キリ
ストが立ち上がる時、世界の経済、世界
の宗教を一つにしようとする団体が出て
きます。それによって、さらに世界の宗
教を統一し、互いに尊敬し合い、どの宗
教も素晴らしいのだから、仲良く世界平
和をもたらしましょうといった状況が起こ
されます。恐らくバビロンがその本拠地
となっているでしょう。

そして、大患難時代の後半、宗教の本
拠地はエルサレムになります。しかし、
経済は変わらずバビロンにあると考えら
れます。これらの事は後に、黙示録17
章と18章で学びます。8節で、「激しい
御怒りを引き起こすその不品行のぶどう
酒を、すべての国々の民に飲ませた者」、
大バビロンと呼ばれる世界中を堕落させ
た者に、神様の激しい御怒りが注がれる
時です。

同じく黙示録14章14節で、「人の子の
ような方」について書かれています。また、
黙示録1章13節で、「足までたれた衣を
着て、胸に金の帯を締めた、人の子のよ
うな方が見えた」とも言われています。イ
エス・キリストが、大祭司のお姿で現れ
ておられます。

手に鋭いかまを持っているのは、イエ
ス様だと考えられます。鋭いかまは、穀
物を刈り取る時に使う道具です。15節で、

「すると、もうひとりの御使いが聖所から
出て来て、雲に乗っておられる方に向
かって大声で叫んだ。『かまを入れて刈り
取ってください。地の穀物は実ったので、
取り入れる時が来ましたから』」と、御使
いが神様のご臨在のある聖所から出てき
ています。神様からの勅令を受けて、最
後の刈り取りを布告しています。「地の穀
物が実った」と言っているのは、救われる
べき人々が、救いを受ける時が来たこと
を布告しています。

黙示録13章8節に、「地に住む者で、
ほふられた小羊のいのちの書に、世の初
めからその名の書きしるされていない者
はみな、彼を拝むようになる」と、小羊
のいのちの書に名が書き記されている者
は、最後までサタンや反キリストに心を
奪われることなく救われます。その人々
の救われる時が来ました。刈り取りの勝
利の時です。救われる人々を刈り取って
迎えておられるのは、主ご自身であると
思われます。

第7の布告
「罪人を刈り取る」
黙示録14章17節から20節、「また、

もうひとりの御使いが、天の聖所から出
て来たが、この御使いも、鋭いかまを
持っていた。すると、火を支配する権威
を持ったもうひとりの御使いが、祭壇か
ら出て来て、鋭いかまを持つ御使いに大
声で叫んで言った。『その鋭いかまを入れ、
地のぶどうのふさを刈り集めよ。ぶどうは
すでに熟しているのだから。』そこで御使
いは地にかまを入れ、地のぶどうを刈り
集めて、神の激しい怒りの大きな酒ぶね
に投げ入れた。その酒ぶねは都の外で踏
まれたが、血は、その酒ぶねから流れ出
て、馬のくつわに届くほどになり、千六
百スタディオンに広がった」

第7の布告は、17節で、「もうひとり
の御使いが、天の聖所から出て来たが、
この御使いも、鋭いかまを持っていた」と
いう、この鋭いかまを持っている者は主
ではなく御使いです。18節で、「すると、
火を支配する権威を持ったもうひとりの
御使いが、祭壇から出て来て、鋭いかま
を持つ御使いに大声で叫んで言った。『そ
の鋭いかまを入れ、地のぶどうのふさを
刈り集めよ。ぶどうはすでに熟しているの
だから』」と叫んでいます。祭壇の側で、
火を支配する権威を持っている御使いは、
黙示録8章に記されているように、聖徒
たちの祈りを香と共に神様の御前に送る
役割を持っている者と同様な御使いだと

中天で叫ぶ御使いをも送っておられます。
二人の証人のことを忘れていた人たち

も、14万4千人の伝道に耳を傾けなかっ
た人々も、御使いが中天で叫ぶ声に驚い
て耳を傾けるでしょう。あらゆる国民、部
族、国語、民族の救いのために、あの手
この手を尽くして、一人でも多くの人々が
救われるように、神様の愛がこの地に注
がれています。

7節で、「彼は大声で言った。『神を恐
れ、神をあがめよ。神のさばきの時が来
たからである。天と地と海と水の源を創
造した方を拝め』」と叫びました。サタン
と反キリストと偽預言者との「偽の三位一
体」が、あらゆる奇跡を行って人々を惑わ
している時、御使いは人々に、「創造主で
ある神様を信じるように」と中天で叫び続
けています。

02

御国の到来までの
「七つの布告」

ヨエル書3章2節、「わたしはすべての
国民を集め、彼らをヨシャパテの谷に連
れ下り、その所で、彼らがわたしの民、
わたしのゆずりの地イスラエルにしたこと
で彼らをさばく。彼らはわたしの民を諸
国の民の間に散らし、わたしの地を自分
たちの間で分け取ったからだ」

このヨエル書3章2節の預言の箇所は、
大患難時代の後半のことです。ここで、
エルサレムのオリーブ山と神殿の丘との
間にあるケデロンの谷で、反キリストに
付くすべての軍隊が集められます。

反キリストの軍隊は、イスラエルの民
を抹殺しようとエルサレムとボツラに召集
されます。このエルサレムにあるケデロン
の谷で裁きが行われます。彼らが裁かれ
る理由は、「わたしの民を諸国の民の間
に散らし、わたしの地を自分たちの間で
分け取ったからだ」ということです。イス
ラエルの民を世界離散させ、約束の地を
異邦人が取り上げたからです。

裁きの根源は、イスラエルと約束の地
に関連しています。そして現在は、およそ
1900年ぶりに約束の地に戻ったイスラエ
ルの民を、いかにして抹殺させようかと、
あの手この手で攻撃しています。何とか
再離散させたいと周辺諸国はざわめき、
世界中がマスコミにそそのかされて、そ
の状況に加わっているのです。イスラエル
を再離散させることが出来れば、再び約
束の地に戻るためには千年や千五百年も
の年月がかかります。そうして延 と々時間
稼ぎをしたいというのがサタンの願いであ
り策略です。

このことが、ケデロンの谷で行われる
裁きの時です。

羊と山羊の裁き
マタイの福音書25章32節から34節、

「そして、すべての国々の民が、その御前

に集められます。彼は、羊飼いが羊と山
羊とを分けるように、彼らをより分け、羊
を自分の右に、山羊を左に置きます。そ
うして、王は、その右にいる者たちに言
います。『さあ、わたしの父に祝福された
人たち。世の初めから、あなたがたのた
めに備えられた御国を継ぎなさい」

裁きの時に、イスラエルの敵側に付い
た人々は罰せられます。主は32節で、

「羊飼いが羊と山羊とを分けるように、彼
らをより分け」羊に選ばれた人々を右側に
置き、34節で、「わたしの父に祝福され
た人たち。世の初めから、あなたがたの
ために備えられた御国を継ぎなさい」と祝
福を受けました。その理由は、マタイの
福音書25章35節から40節に記されてい
ます。「世の初めから、あなたがたのため
に備えられた御国を継ぎなさい」と言われ
ていますから、彼らの名は「小羊のいのち
の書」に記されていた人々です。

40節で、「『まことに、あなたがたに告
げます。あなたがたが、これらのわたし
の兄弟たち、しかも最も小さい者たちの
ひとりにしたのは、わたしにしたのです』」
と、イスラエルの民が苦しんでいる時、
彼らに水一杯でも与えた者は、永遠の祝
福を受けます。

25章45節では、左側に置かれた山羊
に選ばれた悪い者たちに、「まことに、お
まえたちに告げます。おまえたちが、こ
の最も小さい者たちのひとりにしなかった

のは、わたしにしなかったのです」と言わ
れました。イエス様によって山羊に選ば
れた者たちが裁かれ、彼らは永遠の刑罰
に送られます。イスラエルの民を襲う山
羊である者たちの受ける刑罰の理由は、
イエス様の兄弟であるイスラエルの民に
悪事を働き、イスラエルの民が絶体絶命
の危機を通っている中でも助けることをし
なかったことが原因です。

黙示録14章20節で、「血は、その酒
ぶねから流れ出て、馬のくつわに届くほ
どになり、千六百スタディオンに広がっ
た」と書かれています。馬のくつわは、そ
れぞれ馬によって高さが違いますが、大
体1ｍから1.5ｍほどの高さです。酒ぶね
の大きさは分かりませんが、非常に大き
な酒ぶねの中にある血が流れ出し、1ｍ
から1.5ｍ以上になり、どんどんあふれて
いきます。その血が1600スタディオン、
つまり約300kmの距離にまで及んでいき
ます。それが、エルサレムにあるケデロン
の谷からヨルダン国にあるボツラまでの
距離です。

第7のラッパが吹かれ、第3の災いの
「七つの鉢の災い」が始まる前に、「七つ
の勝利の布告」が記されています。それ
は、主のご再臨が近いこと、主と聖徒た
ちの勝利の確実性が知らされているとい
うことなのです。
ハレルヤ！

のない人々である。彼らは童貞なのであ
る｣、と書かれていますが、これは肉体的
に童貞なのか、霊的に童貞なのかが分か
りません。結婚は、神様によって備えら
れ、祝福されていますから、結婚が汚れ
ているわけはありません。コリント人への
手紙 第二11章2節で、「私はあなたがた
を、清純な処女として、ひとりの人の花
嫁に定め、キリストにささげることにした
からです」とパウロが言っているのは、結
婚をしないことではなく、霊的処女として
異端の信仰に関わらないようにと忠告し
ているのです。

次々と殉教者が出る大患難時代で、力
強く伝道をし続けることは命懸けです。こ
のような時代で、主の御働きを成し遂げ
るために霊的にも肉体的にも汚れのない、
独身の人々が選ばれているとも考えられ
ます。同じく4節では、「彼らは、小羊が
行く所には、どこにでもついて行く。彼ら
は、神および小羊にささげられる初穂と
して、人々の中から贖われたのである」と
言われています。彼らは、イエス様に忠
実に従う初穂として贖われています。14
万4千人というのは大きな団体です。彼
らが初穂ですから、この後、同じような
穂が大勢現れるという意味です。

祝福の旅立ち

オメガファミリーの皆々様へ

主の御名をほめたたえます。
　
皆様のお祈りのおかげさまで、主人のビルを天国に送ることができました。もう一度日本に行きたいと言っていた

ビルは、日本には行けませんでしたが、天国でイエス様と楽しく過ごしていることでしょう。
　
クリスチャンの死は、祝福の旅立ちですので、私よりも先に旅に出て、悲しいですが、私も必ず同じ所に
追い掛けて行きます。
　
一人残され、寂しいのですが、日本のリバイバルのためにと、再献身をいたしております。ここ数年、コロナ

ウイルスのパンデミックの影響を受け、毎日自宅でいっしょに過ごすことができ、最後の最後まで、そばで看病
できましたことを、心から感謝いたしております。

ビルと私が離れ離れにならずに過ごせた大いなる祝福を、ただただひれ伏す思いで、主をほめたたえております。
54年以上の素晴らしい結婚生活に終止符が打たれ、涙することが多いのですが、時間が癒やしをもたらして
くれると信じております。

再献身の出発に、主にしっかりとしがみついて歩むつもりでおります。近い将来、皆様にもお会いできることを楽
しみにいたしております。
　
皆々様のお祈りを、ひしひしと感じております。心から感謝申し上げます。

在主
2022年6月9日

栄子・スティーブンス

第4の布告
「獣の刻印を受けた者」
黙示録14章9節から12節、「また、第
三の、別の御使いも、彼らに続いてやっ
て来て、大声で言った。『もし、だれでも、
獣とその像を拝み、自分の額か手かに刻
印を受けるなら、そのような者は、神の
怒りの杯に混ぜ物なしに注がれた神の怒
りのぶどう酒を飲む。また、聖なる御使
いたちと小羊との前で、火と硫黄とで苦
しめられる。そして、彼らの苦しみの煙は、
永遠にまでも立ち上る。獣とその像とを
拝む者、まただれでも獣の名の刻印を受
ける者は、昼も夜も休みを得ない。神の
戒めを守り、イエスに対する信仰を持ち
続ける聖徒たちの忍耐はここにある』」

第4の布告は、獣の刻印を受ける者は
再び神様の救いを受けるチャンスはない
ということです。9節と10節で、「獣とそ
の像を拝み、自分の額か手かに刻印を受
けるなら、そのような者は、神の怒りの
杯に混ぜ物なしに注がれた神の怒りのぶ
どう酒を飲む」のだと告げられます。獣の
刻印を受ける者は、自由意思によって獣
を拝み、サタンに従っている者です。「い
つの間にか獣の刻印を受けていた」などと
いうことはないでしょう。その様なことは
神様が許されません。
　獣の刻印を受けないと決心する者は、サ
タンや反キリストを拝まず、神への悪口を
言うこともしません。神様のあわれみと愛
によって、力を得て耐え忍ぶことができます。
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灰を埋める前ビル先生の灰と海軍の帽子墓石と祭壇と栄子先生

イスラエルの荒野

Voice From Revelation
黙示録シリーズ Vol. 25
―その17未来の預言

1990年から日本人聖書研究会（のちのエルサレム日本人教会）牧会。イスラエル政府公認ガイドとして、18年間イスラエルで活動。1996年、
B.F.P. Japan（ブリッジス・フォー・ピース）設立。2008年、B.F.P. Japan理事長を辞任し、オメガ･ミニストリーズ（現 一般社団法人オメガ・ジャパン）を
設立。現在はアメリカに拠点を置き、執筆活動と日本でのバイブルセミナー講師として幅広く活躍中。日本CGNTV『シャロームイスラエルⅠ・Ⅱ』
主演者・講師。幻冬舎大学「大人のためのカルチャー講座」セミナー講師。「聖書は預言書である」をテーマに多数のセミナーDVD・CD・著書を出版。
2021年7月より米国カンザス州の教会を中心に講演活動を行っている。コロナ禍の現在、終末論を語る講師として米国でも期待されている神の器。

栄子・スティーブンス

この預言のことばを朗読する者と、それを聞いて、そこに書かれていることを心に留める人 は々幸いである。
時が近づいているからである。黙示録1:3

思われます。
いよいよ、聖徒たちの祈りが答えられ、

神様が悪者に対して復讐をなさる時が来
ました。地のブドウの房が熟していると
いうのは、彼らの悪が天まで届き、神様
がソドムとゴモラを破壊されたように、反
キリストの世界統一国家を破壊される時
です。穀物の刈り取りは「救い」を表しま
すが、ブドウの刈り取りは「審判」を表し
ます。

19節で、「そこで御使いは地にかまを
入れ、地のぶどうを刈り集めて、神の激
しい怒りの大きな酒ぶねに投げ入れた」と、
酒ぶねでブドウを踏むように、悪人たち
が踏み潰される時が来ました。このよう
にして、神様は罰すべき者を罰せられる
お方です。

20節で、「その酒ぶねは都の外で踏ま
れた」のですが、そこはエルサレムの神殿
の丘と、オリーブ山との間にある、ケデ
ロンの谷のことです。

ケデロンの谷は、王の谷とも呼ばれて
います。アブラハムが戦いで勝利を得た
後、帰途でいと高き神の祭司メルキゼデ
クに出会った所が、王の谷であると記さ
れています（創14:17）。そして創世記14
章18節に、「シャレムの王メルキゼデク
はパンとぶどう酒を持って来た。彼はいと
高き神の祭司であった｣と記されています。
また、この谷はヨシャパテの谷とも呼ば
れています。

万4千人の伝道師たちが歌っている声で
す。勝利をたたえる、喜びの叫びと言え
るでしょう。

3節で、「彼らは、御座の前と、四つの
生き物および長老たちの前とで、新しい
歌を歌った。しかし地上から贖われた十
四万四千人のほかには、だれもこの歌を
学ぶことができなかった」と言われていま
す。天の御座の前ですから、イスラエル
の民の中から特別に選ばれた14万4千
人が、天にいることを表しています。

大患難時代の伝道が終ったところで、
シオンに立っている14万4千人の伝道師
たちは、携挙のような形で天に到着して
いると考えられます。彼らの歌っている賛
美は、誰も歌うことのできない歌です。
異言のような歌かもしれません。

黙示録14章4節と5節、「彼らは女に
よって汚されたことのない人々である。彼
らは童貞なのである。彼らは、小羊が行
く所には、どこにでもついて行く。彼らは、
神および小羊にささげられる初穂として、
人々の中から贖われたのである。彼らの
口には偽りがなかった。彼らは傷のない
者である」

4節で、｢彼らは女によって汚されたこと

第1の布告
「イスラエルの伝道師の勝利」
黙示録14章1節、「また私は見た。見

よ。小羊がシオンの山の上に立っていた。
また小羊とともに十四万四千人の人たち
がいて、その額には小羊の名と、小羊の
父の名とがしるしてあった」

第1の布告では、黙示録7章で額に神
の印が押された14万4千人が大患難時
代の伝道を終えて、小羊であるキリストと
共にシオンの山に立っています。

黙示録14章2節と3節、「私は天から
の声を聞いた。大水の音のようで、また、
激しい雷鳴のようであった。また、私の
聞いたその声は、立琴をひく人々が立琴
をかき鳴らしている音のようでもあった。
彼らは、御座の前と、四つの生き物およ
び長老たちの前とで、新しい歌を歌った。
しかし地上から贖われた十四万四千人の
ほかには、だれもこの歌を学ぶことがで
きなかった」

2節で、「私は天からの声を聞いた。大
水の音のようで、また、激しい雷鳴のよ
うであった。また、私の聞いたその声は、
立琴をひく人々が立琴をかき鳴らしている
音のようでもあった」というこの声は、14

第5の布告
「主にあって死ぬ死者は幸い」
黙示録14章13節、「また私は、天か

らこう言っている声を聞いた。『書きしる
せ。「今から後、主にあって死ぬ死者は
幸いである。」』御霊も言われる。『しかり。
彼らはその労苦から解き放されて休むこ
とができる。彼らの行いは彼らについて
行くからである』」

第5の布告は、13節で「書きしるせ。
『今から後、主にあって死ぬ死者は幸いで
ある。』御霊も言われる」、とあります。聖
徒たちが次々と殺されている時、天から
のこの布告が、どれほどの慰めとなるこ
とでしょう。

同じく13節で、「彼らはその労苦から
解き放されて休むことができる。彼らの
行いは彼らについて行くからである」と励
まされています。毎日、反キリスト政権の
警察や軍などによって捕まるのではない
かと恐れて過ごす日々から解放され、神
様の御前に着き、休むことができるとい
う、この布告は聖徒たちに力強い忍耐を
与えることでしょう。

第6の布告
「救われた者を駆り集める」
黙示録14章14節から15節、「また、
私は見た。見よ。白い雲が起こり、その
雲に人の子のような方が乗っておられた。
頭には金の冠をかぶり、手には鋭いかま
を持っておられた。すると、もうひとりの
御使いが聖所から出て来て、雲に乗って
おられる方に向かって大声で叫んだ。『か
まを入れて刈り取ってください。地の穀物
は実ったので、取り入れる時が来ました
から』」

第6の布告は14節で、「私は見た。見
よ。白い雲が起こり、その雲に人の子の
ような方が乗っておられた。頭には金の
冠をかぶり、手には鋭いかまを持っておら
れた」とあります。頭に金の冠をかぶって
いる、人の子のような方は、多くの神学
者がイエス様のことであると述べています。

イエス様のかぶる冠は王の冠で、ギリ
シャ語では「ディアデマ」と言います。一
方、ギリシャ語の「ステファノス」とは、
キリストに忠実に仕えた者が頂く冠で、
勝利者を表します。ディアデマを持ってお
られるイエス様が、悪に勝利し、ステファ
ノスの冠を「勝利の印」としてかぶってい
らっしゃるのだという解釈もあります。黙
示録19章12節で、「その頭には多くの
王冠があって、ご自身のほかだれも知ら
ない名が書かれていた」と言われています
から、主なるイエス様は複数の冠を持っ
ておられます。

ボツラに隠れているイスラエルの民が、
民族的にイエス様を信じます。また、世
界中に残っているイスラエルの民が、メシ
ア王国でイスラエルの地に帰還して、団
体で主の御前にひれ伏します。5節では、

「彼らの口には偽りがなかった。彼らは傷
のない者である」と記されていますから、
彼らは霊的にも肉体的にも清い者です。
14万4千人を初穂とし、次々と同じよう
な団体が現れ、収穫されていきます。

第2の布告
「御使いの伝道」
黙示録14章6節と7節、「また私は、

もうひとりの御使いが中天を飛ぶのを見
た。彼は、地上に住む人々、すなわち、
あらゆる国民、部族、国語、民族に宣べ
伝えるために、永遠の福音を携えていた。
彼は大声で言った。『神を恐れ、神をあ
がめよ。神のさばきの時が来たからであ
る。天と地と海と水の源を創造した方を
拝め』」

6節で、「また私は、もうひとりの御使
いが中天を飛ぶのを見た。彼は、地上に
住む人々、すなわち、あらゆる国民、部
族、国語、民族に宣べ伝えるために、永
遠の福音を携えていた」と言われています。
神様は御使いを送って、御使いは中天を
飛びながら伝道しています。エルサレムで、
二人の証人が奇跡を起こし、福音を伝え、
その後、殺されましたが、神様は彼らを
復活させられました。世界中の人々の目
が、テレビやインターネット、スマート
フォンなどで二人の証人に釘付けとなりま
す。神様はまた、14万4千人を大患難時
代の期間守り通させ、伝道させました。
そして、神様側に付く最後のチャンスとして、

これは、聖徒たちに、偽の三位一体の
堕落と失敗を示すこと、最後の第3の災
いに起こる七つの鉢である災難が近づい
ていること、そして聖徒たちの忍耐を強
めるために、御国の到来に関する七つの
布告を行っています。

今回の黙示録の中で語られている聖徒
たちは、大患難時代の最初からいたイス
ラエルの民の14万4千人の伝道師たちで
はありません。今回出て来た人々は、ま
だ神の証印を押されていませんでしたが、
大患難時代に入ってからイエス様を信じ
て救われ、神の証印を押されて、無数の
殉教者たちとなっていった、「新しくイエ
ス・キリストを信じた人々」、また「新しく
イエス・キリストに救われたイスラエルの
民」たちなのです。

七つの布告
（新改訳第三版使用）

13章で反キリストと獣の刻印について
学びました。
ヨハネの黙示録（以下、黙示録）13章
16節、「また、小さい者にも、大きい者
にも、富んでいる者にも、貧しい者にも、
自由人にも、奴隷にも、すべての人々に
その右の手かその額かに、刻印を受けさ
せた」

そのような中でも、主に守られ、獣で
ある反キリストの刻印を受けずに隠れ通
すユダヤ人、異邦人がたくさんいます。
この時点では、まだ大患難時代は3年半
残っていますが、14章においてはメシア
王国（御国）の到来を布告しています。

第3の布告
「大バビロンは倒れた」
黙示録14章8節、「また、第二の、別

の御使いが続いてやって来て、言った。
『大バビロンは倒れた。倒れた。激しい
御怒りを引き起こすその不品行のぶどう
酒を、すべての国々の民に飲ませた者』」

第3の布告は、反キリストの経済本拠
地であるバビロンが倒れたことを告げて
います。現在の世界の経済本拠地は、
ニューヨークのウォール街です。反キリ
ストが立ち上がる時、世界の経済、世界
の宗教を一つにしようとする団体が出て
きます。それによって、さらに世界の宗
教を統一し、互いに尊敬し合い、どの宗
教も素晴らしいのだから、仲良く世界平
和をもたらしましょうといった状況が起こ
されます。恐らくバビロンがその本拠地
となっているでしょう。

そして、大患難時代の後半、宗教の本
拠地はエルサレムになります。しかし、
経済は変わらずバビロンにあると考えら
れます。これらの事は後に、黙示録17
章と18章で学びます。8節で、「激しい
御怒りを引き起こすその不品行のぶどう
酒を、すべての国々の民に飲ませた者」、
大バビロンと呼ばれる世界中を堕落させ
た者に、神様の激しい御怒りが注がれる
時です。

同じく黙示録14章14節で、「人の子の
ような方」について書かれています。また、
黙示録1章13節で、「足までたれた衣を
着て、胸に金の帯を締めた、人の子のよ
うな方が見えた」とも言われています。イ
エス・キリストが、大祭司のお姿で現れ
ておられます。

手に鋭いかまを持っているのは、イエ
ス様だと考えられます。鋭いかまは、穀
物を刈り取る時に使う道具です。15節で、

「すると、もうひとりの御使いが聖所から
出て来て、雲に乗っておられる方に向
かって大声で叫んだ。『かまを入れて刈り
取ってください。地の穀物は実ったので、
取り入れる時が来ましたから』」と、御使
いが神様のご臨在のある聖所から出てき
ています。神様からの勅令を受けて、最
後の刈り取りを布告しています。「地の穀
物が実った」と言っているのは、救われる
べき人々が、救いを受ける時が来たこと
を布告しています。

黙示録13章8節に、「地に住む者で、
ほふられた小羊のいのちの書に、世の初
めからその名の書きしるされていない者
はみな、彼を拝むようになる」と、小羊
のいのちの書に名が書き記されている者
は、最後までサタンや反キリストに心を
奪われることなく救われます。その人々
の救われる時が来ました。刈り取りの勝
利の時です。救われる人々を刈り取って
迎えておられるのは、主ご自身であると
思われます。

第7の布告
「罪人を刈り取る」
黙示録14章17節から20節、「また、

もうひとりの御使いが、天の聖所から出
て来たが、この御使いも、鋭いかまを
持っていた。すると、火を支配する権威
を持ったもうひとりの御使いが、祭壇か
ら出て来て、鋭いかまを持つ御使いに大
声で叫んで言った。『その鋭いかまを入れ、
地のぶどうのふさを刈り集めよ。ぶどうは
すでに熟しているのだから。』そこで御使
いは地にかまを入れ、地のぶどうを刈り
集めて、神の激しい怒りの大きな酒ぶね
に投げ入れた。その酒ぶねは都の外で踏
まれたが、血は、その酒ぶねから流れ出
て、馬のくつわに届くほどになり、千六
百スタディオンに広がった」

第7の布告は、17節で、「もうひとり
の御使いが、天の聖所から出て来たが、
この御使いも、鋭いかまを持っていた」と
いう、この鋭いかまを持っている者は主
ではなく御使いです。18節で、「すると、
火を支配する権威を持ったもうひとりの
御使いが、祭壇から出て来て、鋭いかま
を持つ御使いに大声で叫んで言った。『そ
の鋭いかまを入れ、地のぶどうのふさを
刈り集めよ。ぶどうはすでに熟しているの
だから』」と叫んでいます。祭壇の側で、
火を支配する権威を持っている御使いは、
黙示録8章に記されているように、聖徒
たちの祈りを香と共に神様の御前に送る
役割を持っている者と同様な御使いだと

中天で叫ぶ御使いをも送っておられます。
二人の証人のことを忘れていた人たち

も、14万4千人の伝道に耳を傾けなかっ
た人々も、御使いが中天で叫ぶ声に驚い
て耳を傾けるでしょう。あらゆる国民、部
族、国語、民族の救いのために、あの手
この手を尽くして、一人でも多くの人々が
救われるように、神様の愛がこの地に注
がれています。

7節で、「彼は大声で言った。『神を恐
れ、神をあがめよ。神のさばきの時が来
たからである。天と地と海と水の源を創
造した方を拝め』」と叫びました。サタン
と反キリストと偽預言者との「偽の三位一
体」が、あらゆる奇跡を行って人々を惑わ
している時、御使いは人々に、「創造主で
ある神様を信じるように」と中天で叫び続
けています。
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御国の到来までの
「七つの布告」

ヨエル書3章2節、「わたしはすべての
国民を集め、彼らをヨシャパテの谷に連
れ下り、その所で、彼らがわたしの民、
わたしのゆずりの地イスラエルにしたこと
で彼らをさばく。彼らはわたしの民を諸
国の民の間に散らし、わたしの地を自分
たちの間で分け取ったからだ」

このヨエル書3章2節の預言の箇所は、
大患難時代の後半のことです。ここで、
エルサレムのオリーブ山と神殿の丘との
間にあるケデロンの谷で、反キリストに
付くすべての軍隊が集められます。

反キリストの軍隊は、イスラエルの民
を抹殺しようとエルサレムとボツラに召集
されます。このエルサレムにあるケデロン
の谷で裁きが行われます。彼らが裁かれ
る理由は、「わたしの民を諸国の民の間
に散らし、わたしの地を自分たちの間で
分け取ったからだ」ということです。イス
ラエルの民を世界離散させ、約束の地を
異邦人が取り上げたからです。

裁きの根源は、イスラエルと約束の地
に関連しています。そして現在は、およそ
1900年ぶりに約束の地に戻ったイスラエ
ルの民を、いかにして抹殺させようかと、
あの手この手で攻撃しています。何とか
再離散させたいと周辺諸国はざわめき、
世界中がマスコミにそそのかされて、そ
の状況に加わっているのです。イスラエル
を再離散させることが出来れば、再び約
束の地に戻るためには千年や千五百年も
の年月がかかります。そうして延 と々時間
稼ぎをしたいというのがサタンの願いであ
り策略です。

このことが、ケデロンの谷で行われる
裁きの時です。

羊と山羊の裁き
マタイの福音書25章32節から34節、

「そして、すべての国々の民が、その御前

に集められます。彼は、羊飼いが羊と山
羊とを分けるように、彼らをより分け、羊
を自分の右に、山羊を左に置きます。そ
うして、王は、その右にいる者たちに言
います。『さあ、わたしの父に祝福された
人たち。世の初めから、あなたがたのた
めに備えられた御国を継ぎなさい」

裁きの時に、イスラエルの敵側に付い
た人々は罰せられます。主は32節で、

「羊飼いが羊と山羊とを分けるように、彼
らをより分け」羊に選ばれた人々を右側に
置き、34節で、「わたしの父に祝福され
た人たち。世の初めから、あなたがたの
ために備えられた御国を継ぎなさい」と祝
福を受けました。その理由は、マタイの
福音書25章35節から40節に記されてい
ます。「世の初めから、あなたがたのため
に備えられた御国を継ぎなさい」と言われ
ていますから、彼らの名は「小羊のいのち
の書」に記されていた人々です。

40節で、「『まことに、あなたがたに告
げます。あなたがたが、これらのわたし
の兄弟たち、しかも最も小さい者たちの
ひとりにしたのは、わたしにしたのです』」
と、イスラエルの民が苦しんでいる時、
彼らに水一杯でも与えた者は、永遠の祝
福を受けます。

25章45節では、左側に置かれた山羊
に選ばれた悪い者たちに、「まことに、お
まえたちに告げます。おまえたちが、こ
の最も小さい者たちのひとりにしなかった

のは、わたしにしなかったのです」と言わ
れました。イエス様によって山羊に選ば
れた者たちが裁かれ、彼らは永遠の刑罰
に送られます。イスラエルの民を襲う山
羊である者たちの受ける刑罰の理由は、
イエス様の兄弟であるイスラエルの民に
悪事を働き、イスラエルの民が絶体絶命
の危機を通っている中でも助けることをし
なかったことが原因です。

黙示録14章20節で、「血は、その酒
ぶねから流れ出て、馬のくつわに届くほ
どになり、千六百スタディオンに広がっ
た」と書かれています。馬のくつわは、そ
れぞれ馬によって高さが違いますが、大
体1ｍから1.5ｍほどの高さです。酒ぶね
の大きさは分かりませんが、非常に大き
な酒ぶねの中にある血が流れ出し、1ｍ
から1.5ｍ以上になり、どんどんあふれて
いきます。その血が1600スタディオン、
つまり約300kmの距離にまで及んでいき
ます。それが、エルサレムにあるケデロン
の谷からヨルダン国にあるボツラまでの
距離です。

第7のラッパが吹かれ、第3の災いの
「七つの鉢の災い」が始まる前に、「七つ
の勝利の布告」が記されています。それ
は、主のご再臨が近いこと、主と聖徒た
ちの勝利の確実性が知らされているとい
うことなのです。
ハレルヤ！

のない人々である。彼らは童貞なのであ
る｣、と書かれていますが、これは肉体的
に童貞なのか、霊的に童貞なのかが分か
りません。結婚は、神様によって備えら
れ、祝福されていますから、結婚が汚れ
ているわけはありません。コリント人への
手紙 第二11章2節で、「私はあなたがた
を、清純な処女として、ひとりの人の花
嫁に定め、キリストにささげることにした
からです」とパウロが言っているのは、結
婚をしないことではなく、霊的処女として
異端の信仰に関わらないようにと忠告し
ているのです。

次々と殉教者が出る大患難時代で、力
強く伝道をし続けることは命懸けです。こ
のような時代で、主の御働きを成し遂げ
るために霊的にも肉体的にも汚れのない、
独身の人々が選ばれているとも考えられ
ます。同じく4節では、「彼らは、小羊が
行く所には、どこにでもついて行く。彼ら
は、神および小羊にささげられる初穂と
して、人々の中から贖われたのである」と
言われています。彼らは、イエス様に忠
実に従う初穂として贖われています。14
万4千人というのは大きな団体です。彼
らが初穂ですから、この後、同じような
穂が大勢現れるという意味です。

祝福の旅立ち

オメガファミリーの皆々様へ

主の御名をほめたたえます。
　
皆様のお祈りのおかげさまで、主人のビルを天国に送ることができました。もう一度日本に行きたいと言っていた

ビルは、日本には行けませんでしたが、天国でイエス様と楽しく過ごしていることでしょう。
　
クリスチャンの死は、祝福の旅立ちですので、私よりも先に旅に出て、悲しいですが、私も必ず同じ所に
追い掛けて行きます。
　
一人残され、寂しいのですが、日本のリバイバルのためにと、再献身をいたしております。ここ数年、コロナ

ウイルスのパンデミックの影響を受け、毎日自宅でいっしょに過ごすことができ、最後の最後まで、そばで看病
できましたことを、心から感謝いたしております。

ビルと私が離れ離れにならずに過ごせた大いなる祝福を、ただただひれ伏す思いで、主をほめたたえております。
54年以上の素晴らしい結婚生活に終止符が打たれ、涙することが多いのですが、時間が癒やしをもたらして
くれると信じております。

再献身の出発に、主にしっかりとしがみついて歩むつもりでおります。近い将来、皆様にもお会いできることを楽
しみにいたしております。
　
皆々様のお祈りを、ひしひしと感じております。心から感謝申し上げます。

在主
2022年6月9日

栄子・スティーブンス

第4の布告
「獣の刻印を受けた者」
黙示録14章9節から12節、「また、第
三の、別の御使いも、彼らに続いてやっ
て来て、大声で言った。『もし、だれでも、
獣とその像を拝み、自分の額か手かに刻
印を受けるなら、そのような者は、神の
怒りの杯に混ぜ物なしに注がれた神の怒
りのぶどう酒を飲む。また、聖なる御使
いたちと小羊との前で、火と硫黄とで苦
しめられる。そして、彼らの苦しみの煙は、
永遠にまでも立ち上る。獣とその像とを
拝む者、まただれでも獣の名の刻印を受
ける者は、昼も夜も休みを得ない。神の
戒めを守り、イエスに対する信仰を持ち
続ける聖徒たちの忍耐はここにある』」

第4の布告は、獣の刻印を受ける者は
再び神様の救いを受けるチャンスはない
ということです。9節と10節で、「獣とそ
の像を拝み、自分の額か手かに刻印を受
けるなら、そのような者は、神の怒りの
杯に混ぜ物なしに注がれた神の怒りのぶ
どう酒を飲む」のだと告げられます。獣の
刻印を受ける者は、自由意思によって獣
を拝み、サタンに従っている者です。「い
つの間にか獣の刻印を受けていた」などと
いうことはないでしょう。その様なことは
神様が許されません。
　獣の刻印を受けないと決心する者は、サ
タンや反キリストを拝まず、神への悪口を
言うこともしません。神様のあわれみと愛
によって、力を得て耐え忍ぶことができます。
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思われます。
いよいよ、聖徒たちの祈りが答えられ、

神様が悪者に対して復讐をなさる時が来
ました。地のブドウの房が熟していると
いうのは、彼らの悪が天まで届き、神様
がソドムとゴモラを破壊されたように、反
キリストの世界統一国家を破壊される時
です。穀物の刈り取りは「救い」を表しま
すが、ブドウの刈り取りは「審判」を表し
ます。

19節で、「そこで御使いは地にかまを
入れ、地のぶどうを刈り集めて、神の激
しい怒りの大きな酒ぶねに投げ入れた」と、
酒ぶねでブドウを踏むように、悪人たち
が踏み潰される時が来ました。このよう
にして、神様は罰すべき者を罰せられる
お方です。

20節で、「その酒ぶねは都の外で踏ま
れた」のですが、そこはエルサレムの神殿
の丘と、オリーブ山との間にある、ケデ
ロンの谷のことです。

ケデロンの谷は、王の谷とも呼ばれて
います。アブラハムが戦いで勝利を得た
後、帰途でいと高き神の祭司メルキゼデ
クに出会った所が、王の谷であると記さ
れています（創14:17）。そして創世記14
章18節に、「シャレムの王メルキゼデク
はパンとぶどう酒を持って来た。彼はいと
高き神の祭司であった｣と記されています。
また、この谷はヨシャパテの谷とも呼ば
れています。

万4千人の伝道師たちが歌っている声で
す。勝利をたたえる、喜びの叫びと言え
るでしょう。

3節で、「彼らは、御座の前と、四つの
生き物および長老たちの前とで、新しい
歌を歌った。しかし地上から贖われた十
四万四千人のほかには、だれもこの歌を
学ぶことができなかった」と言われていま
す。天の御座の前ですから、イスラエル
の民の中から特別に選ばれた14万4千
人が、天にいることを表しています。

大患難時代の伝道が終ったところで、
シオンに立っている14万4千人の伝道師
たちは、携挙のような形で天に到着して
いると考えられます。彼らの歌っている賛
美は、誰も歌うことのできない歌です。
異言のような歌かもしれません。

黙示録14章4節と5節、「彼らは女に
よって汚されたことのない人々である。彼
らは童貞なのである。彼らは、小羊が行
く所には、どこにでもついて行く。彼らは、
神および小羊にささげられる初穂として、
人々の中から贖われたのである。彼らの
口には偽りがなかった。彼らは傷のない
者である」

4節で、｢彼らは女によって汚されたこと

第1の布告
「イスラエルの伝道師の勝利」
黙示録14章1節、「また私は見た。見

よ。小羊がシオンの山の上に立っていた。
また小羊とともに十四万四千人の人たち
がいて、その額には小羊の名と、小羊の
父の名とがしるしてあった」

第1の布告では、黙示録7章で額に神
の印が押された14万4千人が大患難時
代の伝道を終えて、小羊であるキリストと
共にシオンの山に立っています。

黙示録14章2節と3節、「私は天から
の声を聞いた。大水の音のようで、また、
激しい雷鳴のようであった。また、私の
聞いたその声は、立琴をひく人々が立琴
をかき鳴らしている音のようでもあった。
彼らは、御座の前と、四つの生き物およ
び長老たちの前とで、新しい歌を歌った。
しかし地上から贖われた十四万四千人の
ほかには、だれもこの歌を学ぶことがで
きなかった」

2節で、「私は天からの声を聞いた。大
水の音のようで、また、激しい雷鳴のよ
うであった。また、私の聞いたその声は、
立琴をひく人々が立琴をかき鳴らしている
音のようでもあった」というこの声は、14

第5の布告
「主にあって死ぬ死者は幸い」
黙示録14章13節、「また私は、天か

らこう言っている声を聞いた。『書きしる
せ。「今から後、主にあって死ぬ死者は
幸いである。」』御霊も言われる。『しかり。
彼らはその労苦から解き放されて休むこ
とができる。彼らの行いは彼らについて
行くからである』」

第5の布告は、13節で「書きしるせ。
『今から後、主にあって死ぬ死者は幸いで
ある。』御霊も言われる」、とあります。聖
徒たちが次々と殺されている時、天から
のこの布告が、どれほどの慰めとなるこ
とでしょう。

同じく13節で、「彼らはその労苦から
解き放されて休むことができる。彼らの
行いは彼らについて行くからである」と励
まされています。毎日、反キリスト政権の
警察や軍などによって捕まるのではない
かと恐れて過ごす日々から解放され、神
様の御前に着き、休むことができるとい
う、この布告は聖徒たちに力強い忍耐を
与えることでしょう。

第6の布告
「救われた者を駆り集める」
黙示録14章14節から15節、「また、
私は見た。見よ。白い雲が起こり、その
雲に人の子のような方が乗っておられた。
頭には金の冠をかぶり、手には鋭いかま
を持っておられた。すると、もうひとりの
御使いが聖所から出て来て、雲に乗って
おられる方に向かって大声で叫んだ。『か
まを入れて刈り取ってください。地の穀物
は実ったので、取り入れる時が来ました
から』」

第6の布告は14節で、「私は見た。見
よ。白い雲が起こり、その雲に人の子の
ような方が乗っておられた。頭には金の
冠をかぶり、手には鋭いかまを持っておら
れた」とあります。頭に金の冠をかぶって
いる、人の子のような方は、多くの神学
者がイエス様のことであると述べています。

イエス様のかぶる冠は王の冠で、ギリ
シャ語では「ディアデマ」と言います。一
方、ギリシャ語の「ステファノス」とは、
キリストに忠実に仕えた者が頂く冠で、
勝利者を表します。ディアデマを持ってお
られるイエス様が、悪に勝利し、ステファ
ノスの冠を「勝利の印」としてかぶってい
らっしゃるのだという解釈もあります。黙
示録19章12節で、「その頭には多くの
王冠があって、ご自身のほかだれも知ら
ない名が書かれていた」と言われています
から、主なるイエス様は複数の冠を持っ
ておられます。

ボツラに隠れているイスラエルの民が、
民族的にイエス様を信じます。また、世
界中に残っているイスラエルの民が、メシ
ア王国でイスラエルの地に帰還して、団
体で主の御前にひれ伏します。5節では、

「彼らの口には偽りがなかった。彼らは傷
のない者である」と記されていますから、
彼らは霊的にも肉体的にも清い者です。
14万4千人を初穂とし、次々と同じよう
な団体が現れ、収穫されていきます。

第2の布告
「御使いの伝道」
黙示録14章6節と7節、「また私は、

もうひとりの御使いが中天を飛ぶのを見
た。彼は、地上に住む人々、すなわち、
あらゆる国民、部族、国語、民族に宣べ
伝えるために、永遠の福音を携えていた。
彼は大声で言った。『神を恐れ、神をあ
がめよ。神のさばきの時が来たからであ
る。天と地と海と水の源を創造した方を
拝め』」

6節で、「また私は、もうひとりの御使
いが中天を飛ぶのを見た。彼は、地上に
住む人々、すなわち、あらゆる国民、部
族、国語、民族に宣べ伝えるために、永
遠の福音を携えていた」と言われています。
神様は御使いを送って、御使いは中天を
飛びながら伝道しています。エルサレムで、
二人の証人が奇跡を起こし、福音を伝え、
その後、殺されましたが、神様は彼らを
復活させられました。世界中の人々の目
が、テレビやインターネット、スマート
フォンなどで二人の証人に釘付けとなりま
す。神様はまた、14万4千人を大患難時
代の期間守り通させ、伝道させました。
そして、神様側に付く最後のチャンスとして、

これは、聖徒たちに、偽の三位一体の
堕落と失敗を示すこと、最後の第3の災
いに起こる七つの鉢である災難が近づい
ていること、そして聖徒たちの忍耐を強
めるために、御国の到来に関する七つの
布告を行っています。

今回の黙示録の中で語られている聖徒
たちは、大患難時代の最初からいたイス
ラエルの民の14万4千人の伝道師たちで
はありません。今回出て来た人々は、ま
だ神の証印を押されていませんでしたが、
大患難時代に入ってからイエス様を信じ
て救われ、神の証印を押されて、無数の
殉教者たちとなっていった、「新しくイエ
ス・キリストを信じた人々」、また「新しく
イエス・キリストに救われたイスラエルの
民」たちなのです。

七つの布告
（新改訳第三版使用）

13章で反キリストと獣の刻印について
学びました。
ヨハネの黙示録（以下、黙示録）13章
16節、「また、小さい者にも、大きい者
にも、富んでいる者にも、貧しい者にも、
自由人にも、奴隷にも、すべての人々に
その右の手かその額かに、刻印を受けさ
せた」

そのような中でも、主に守られ、獣で
ある反キリストの刻印を受けずに隠れ通
すユダヤ人、異邦人がたくさんいます。
この時点では、まだ大患難時代は3年半
残っていますが、14章においてはメシア
王国（御国）の到来を布告しています。

第3の布告
「大バビロンは倒れた」
黙示録14章8節、「また、第二の、別

の御使いが続いてやって来て、言った。
『大バビロンは倒れた。倒れた。激しい
御怒りを引き起こすその不品行のぶどう
酒を、すべての国々の民に飲ませた者』」

第3の布告は、反キリストの経済本拠
地であるバビロンが倒れたことを告げて
います。現在の世界の経済本拠地は、
ニューヨークのウォール街です。反キリ
ストが立ち上がる時、世界の経済、世界
の宗教を一つにしようとする団体が出て
きます。それによって、さらに世界の宗
教を統一し、互いに尊敬し合い、どの宗
教も素晴らしいのだから、仲良く世界平
和をもたらしましょうといった状況が起こ
されます。恐らくバビロンがその本拠地
となっているでしょう。

そして、大患難時代の後半、宗教の本
拠地はエルサレムになります。しかし、
経済は変わらずバビロンにあると考えら
れます。これらの事は後に、黙示録17
章と18章で学びます。8節で、「激しい
御怒りを引き起こすその不品行のぶどう
酒を、すべての国々の民に飲ませた者」、
大バビロンと呼ばれる世界中を堕落させ
た者に、神様の激しい御怒りが注がれる
時です。

同じく黙示録14章14節で、「人の子の
ような方」について書かれています。また、
黙示録1章13節で、「足までたれた衣を
着て、胸に金の帯を締めた、人の子のよ
うな方が見えた」とも言われています。イ
エス・キリストが、大祭司のお姿で現れ
ておられます。

手に鋭いかまを持っているのは、イエ
ス様だと考えられます。鋭いかまは、穀
物を刈り取る時に使う道具です。15節で、

「すると、もうひとりの御使いが聖所から
出て来て、雲に乗っておられる方に向
かって大声で叫んだ。『かまを入れて刈り
取ってください。地の穀物は実ったので、
取り入れる時が来ましたから』」と、御使
いが神様のご臨在のある聖所から出てき
ています。神様からの勅令を受けて、最
後の刈り取りを布告しています。「地の穀
物が実った」と言っているのは、救われる
べき人々が、救いを受ける時が来たこと
を布告しています。

黙示録13章8節に、「地に住む者で、
ほふられた小羊のいのちの書に、世の初
めからその名の書きしるされていない者
はみな、彼を拝むようになる」と、小羊
のいのちの書に名が書き記されている者
は、最後までサタンや反キリストに心を
奪われることなく救われます。その人々
の救われる時が来ました。刈り取りの勝
利の時です。救われる人々を刈り取って
迎えておられるのは、主ご自身であると
思われます。

第7の布告
「罪人を刈り取る」
黙示録14章17節から20節、「また、

もうひとりの御使いが、天の聖所から出
て来たが、この御使いも、鋭いかまを
持っていた。すると、火を支配する権威
を持ったもうひとりの御使いが、祭壇か
ら出て来て、鋭いかまを持つ御使いに大
声で叫んで言った。『その鋭いかまを入れ、
地のぶどうのふさを刈り集めよ。ぶどうは
すでに熟しているのだから。』そこで御使
いは地にかまを入れ、地のぶどうを刈り
集めて、神の激しい怒りの大きな酒ぶね
に投げ入れた。その酒ぶねは都の外で踏
まれたが、血は、その酒ぶねから流れ出
て、馬のくつわに届くほどになり、千六
百スタディオンに広がった」

第7の布告は、17節で、「もうひとり
の御使いが、天の聖所から出て来たが、
この御使いも、鋭いかまを持っていた」と
いう、この鋭いかまを持っている者は主
ではなく御使いです。18節で、「すると、
火を支配する権威を持ったもうひとりの
御使いが、祭壇から出て来て、鋭いかま
を持つ御使いに大声で叫んで言った。『そ
の鋭いかまを入れ、地のぶどうのふさを
刈り集めよ。ぶどうはすでに熟しているの
だから』」と叫んでいます。祭壇の側で、
火を支配する権威を持っている御使いは、
黙示録8章に記されているように、聖徒
たちの祈りを香と共に神様の御前に送る
役割を持っている者と同様な御使いだと

中天で叫ぶ御使いをも送っておられます。
二人の証人のことを忘れていた人たち

も、14万4千人の伝道に耳を傾けなかっ
た人々も、御使いが中天で叫ぶ声に驚い
て耳を傾けるでしょう。あらゆる国民、部
族、国語、民族の救いのために、あの手
この手を尽くして、一人でも多くの人々が
救われるように、神様の愛がこの地に注
がれています。

7節で、「彼は大声で言った。『神を恐
れ、神をあがめよ。神のさばきの時が来
たからである。天と地と海と水の源を創
造した方を拝め』」と叫びました。サタン
と反キリストと偽預言者との「偽の三位一
体」が、あらゆる奇跡を行って人々を惑わ
している時、御使いは人々に、「創造主で
ある神様を信じるように」と中天で叫び続
けています。

ヨエル書3章2節、「わたしはすべての
国民を集め、彼らをヨシャパテの谷に連
れ下り、その所で、彼らがわたしの民、
わたしのゆずりの地イスラエルにしたこと
で彼らをさばく。彼らはわたしの民を諸
国の民の間に散らし、わたしの地を自分
たちの間で分け取ったからだ」

このヨエル書3章2節の預言の箇所は、
大患難時代の後半のことです。ここで、
エルサレムのオリーブ山と神殿の丘との
間にあるケデロンの谷で、反キリストに
付くすべての軍隊が集められます。

反キリストの軍隊は、イスラエルの民
を抹殺しようとエルサレムとボツラに召集
されます。このエルサレムにあるケデロン
の谷で裁きが行われます。彼らが裁かれ
る理由は、「わたしの民を諸国の民の間
に散らし、わたしの地を自分たちの間で
分け取ったからだ」ということです。イス
ラエルの民を世界離散させ、約束の地を
異邦人が取り上げたからです。

裁きの根源は、イスラエルと約束の地
に関連しています。そして現在は、およそ
1900年ぶりに約束の地に戻ったイスラエ
ルの民を、いかにして抹殺させようかと、
あの手この手で攻撃しています。何とか
再離散させたいと周辺諸国はざわめき、
世界中がマスコミにそそのかされて、そ
の状況に加わっているのです。イスラエル
を再離散させることが出来れば、再び約
束の地に戻るためには千年や千五百年も
の年月がかかります。そうして延 と々時間
稼ぎをしたいというのがサタンの願いであ
り策略です。

このことが、ケデロンの谷で行われる
裁きの時です。

羊と山羊の裁き
マタイの福音書25章32節から34節、

「そして、すべての国々の民が、その御前

に集められます。彼は、羊飼いが羊と山
羊とを分けるように、彼らをより分け、羊
を自分の右に、山羊を左に置きます。そ
うして、王は、その右にいる者たちに言
います。『さあ、わたしの父に祝福された
人たち。世の初めから、あなたがたのた
めに備えられた御国を継ぎなさい」

裁きの時に、イスラエルの敵側に付い
た人々は罰せられます。主は32節で、

「羊飼いが羊と山羊とを分けるように、彼
らをより分け」羊に選ばれた人々を右側に
置き、34節で、「わたしの父に祝福され
た人たち。世の初めから、あなたがたの
ために備えられた御国を継ぎなさい」と祝
福を受けました。その理由は、マタイの
福音書25章35節から40節に記されてい
ます。「世の初めから、あなたがたのため
に備えられた御国を継ぎなさい」と言われ
ていますから、彼らの名は「小羊のいのち
の書」に記されていた人々です。

40節で、「『まことに、あなたがたに告
げます。あなたがたが、これらのわたし
の兄弟たち、しかも最も小さい者たちの
ひとりにしたのは、わたしにしたのです』」
と、イスラエルの民が苦しんでいる時、
彼らに水一杯でも与えた者は、永遠の祝
福を受けます。

25章45節では、左側に置かれた山羊
に選ばれた悪い者たちに、「まことに、お
まえたちに告げます。おまえたちが、こ
の最も小さい者たちのひとりにしなかった

のは、わたしにしなかったのです」と言わ
れました。イエス様によって山羊に選ば
れた者たちが裁かれ、彼らは永遠の刑罰
に送られます。イスラエルの民を襲う山
羊である者たちの受ける刑罰の理由は、
イエス様の兄弟であるイスラエルの民に
悪事を働き、イスラエルの民が絶体絶命
の危機を通っている中でも助けることをし
なかったことが原因です。

黙示録14章20節で、「血は、その酒
ぶねから流れ出て、馬のくつわに届くほ
どになり、千六百スタディオンに広がっ
た」と書かれています。馬のくつわは、そ
れぞれ馬によって高さが違いますが、大
体1ｍから1.5ｍほどの高さです。酒ぶね
の大きさは分かりませんが、非常に大き
な酒ぶねの中にある血が流れ出し、1ｍ
から1.5ｍ以上になり、どんどんあふれて
いきます。その血が1600スタディオン、
つまり約300kmの距離にまで及んでいき
ます。それが、エルサレムにあるケデロン
の谷からヨルダン国にあるボツラまでの
距離です。

第7のラッパが吹かれ、第3の災いの
「七つの鉢の災い」が始まる前に、「七つ
の勝利の布告」が記されています。それ
は、主のご再臨が近いこと、主と聖徒た
ちの勝利の確実性が知らされているとい
うことなのです。
ハレルヤ！

のない人々である。彼らは童貞なのであ
る｣、と書かれていますが、これは肉体的
に童貞なのか、霊的に童貞なのかが分か
りません。結婚は、神様によって備えら
れ、祝福されていますから、結婚が汚れ
ているわけはありません。コリント人への
手紙 第二11章2節で、「私はあなたがた
を、清純な処女として、ひとりの人の花
嫁に定め、キリストにささげることにした
からです」とパウロが言っているのは、結
婚をしないことではなく、霊的処女として
異端の信仰に関わらないようにと忠告し
ているのです。

次々と殉教者が出る大患難時代で、力
強く伝道をし続けることは命懸けです。こ
のような時代で、主の御働きを成し遂げ
るために霊的にも肉体的にも汚れのない、
独身の人々が選ばれているとも考えられ
ます。同じく4節では、「彼らは、小羊が
行く所には、どこにでもついて行く。彼ら
は、神および小羊にささげられる初穂と
して、人々の中から贖われたのである」と
言われています。彼らは、イエス様に忠
実に従う初穂として贖われています。14
万4千人というのは大きな団体です。彼
らが初穂ですから、この後、同じような
穂が大勢現れるという意味です。

第4の布告
「獣の刻印を受けた者」
黙示録14章9節から12節、「また、第
三の、別の御使いも、彼らに続いてやっ
て来て、大声で言った。『もし、だれでも、
獣とその像を拝み、自分の額か手かに刻
印を受けるなら、そのような者は、神の
怒りの杯に混ぜ物なしに注がれた神の怒
りのぶどう酒を飲む。また、聖なる御使
いたちと小羊との前で、火と硫黄とで苦
しめられる。そして、彼らの苦しみの煙は、
永遠にまでも立ち上る。獣とその像とを
拝む者、まただれでも獣の名の刻印を受
ける者は、昼も夜も休みを得ない。神の
戒めを守り、イエスに対する信仰を持ち
続ける聖徒たちの忍耐はここにある』」

第4の布告は、獣の刻印を受ける者は
再び神様の救いを受けるチャンスはない
ということです。9節と10節で、「獣とそ
の像を拝み、自分の額か手かに刻印を受
けるなら、そのような者は、神の怒りの
杯に混ぜ物なしに注がれた神の怒りのぶ
どう酒を飲む」のだと告げられます。獣の
刻印を受ける者は、自由意思によって獣
を拝み、サタンに従っている者です。「い
つの間にか獣の刻印を受けていた」などと
いうことはないでしょう。その様なことは
神様が許されません。
　獣の刻印を受けないと決心する者は、サ
タンや反キリストを拝まず、神への悪口を
言うこともしません。神様のあわれみと愛
によって、力を得て耐え忍ぶことができます。
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思われます。
いよいよ、聖徒たちの祈りが答えられ、

神様が悪者に対して復讐をなさる時が来
ました。地のブドウの房が熟していると
いうのは、彼らの悪が天まで届き、神様
がソドムとゴモラを破壊されたように、反
キリストの世界統一国家を破壊される時
です。穀物の刈り取りは「救い」を表しま
すが、ブドウの刈り取りは「審判」を表し
ます。

19節で、「そこで御使いは地にかまを
入れ、地のぶどうを刈り集めて、神の激
しい怒りの大きな酒ぶねに投げ入れた」と、
酒ぶねでブドウを踏むように、悪人たち
が踏み潰される時が来ました。このよう
にして、神様は罰すべき者を罰せられる
お方です。

20節で、「その酒ぶねは都の外で踏ま
れた」のですが、そこはエルサレムの神殿
の丘と、オリーブ山との間にある、ケデ
ロンの谷のことです。

ケデロンの谷は、王の谷とも呼ばれて
います。アブラハムが戦いで勝利を得た
後、帰途でいと高き神の祭司メルキゼデ
クに出会った所が、王の谷であると記さ
れています（創14:17）。そして創世記14
章18節に、「シャレムの王メルキゼデク
はパンとぶどう酒を持って来た。彼はいと
高き神の祭司であった｣と記されています。
また、この谷はヨシャパテの谷とも呼ば
れています。

万4千人の伝道師たちが歌っている声で
す。勝利をたたえる、喜びの叫びと言え
るでしょう。

3節で、「彼らは、御座の前と、四つの
生き物および長老たちの前とで、新しい
歌を歌った。しかし地上から贖われた十
四万四千人のほかには、だれもこの歌を
学ぶことができなかった」と言われていま
す。天の御座の前ですから、イスラエル
の民の中から特別に選ばれた14万4千
人が、天にいることを表しています。

大患難時代の伝道が終ったところで、
シオンに立っている14万4千人の伝道師
たちは、携挙のような形で天に到着して
いると考えられます。彼らの歌っている賛
美は、誰も歌うことのできない歌です。
異言のような歌かもしれません。

黙示録14章4節と5節、「彼らは女に
よって汚されたことのない人々である。彼
らは童貞なのである。彼らは、小羊が行
く所には、どこにでもついて行く。彼らは、
神および小羊にささげられる初穂として、
人々の中から贖われたのである。彼らの
口には偽りがなかった。彼らは傷のない
者である」

4節で、｢彼らは女によって汚されたこと

第1の布告
「イスラエルの伝道師の勝利」
黙示録14章1節、「また私は見た。見

よ。小羊がシオンの山の上に立っていた。
また小羊とともに十四万四千人の人たち
がいて、その額には小羊の名と、小羊の
父の名とがしるしてあった」

第1の布告では、黙示録7章で額に神
の印が押された14万4千人が大患難時
代の伝道を終えて、小羊であるキリストと
共にシオンの山に立っています。

黙示録14章2節と3節、「私は天から
の声を聞いた。大水の音のようで、また、
激しい雷鳴のようであった。また、私の
聞いたその声は、立琴をひく人々が立琴
をかき鳴らしている音のようでもあった。
彼らは、御座の前と、四つの生き物およ
び長老たちの前とで、新しい歌を歌った。
しかし地上から贖われた十四万四千人の
ほかには、だれもこの歌を学ぶことがで
きなかった」

2節で、「私は天からの声を聞いた。大
水の音のようで、また、激しい雷鳴のよ
うであった。また、私の聞いたその声は、
立琴をひく人々が立琴をかき鳴らしている
音のようでもあった」というこの声は、14

第5の布告
「主にあって死ぬ死者は幸い」
黙示録14章13節、「また私は、天か

らこう言っている声を聞いた。『書きしる
せ。「今から後、主にあって死ぬ死者は
幸いである。」』御霊も言われる。『しかり。
彼らはその労苦から解き放されて休むこ
とができる。彼らの行いは彼らについて
行くからである』」

第5の布告は、13節で「書きしるせ。
『今から後、主にあって死ぬ死者は幸いで
ある。』御霊も言われる」、とあります。聖
徒たちが次々と殺されている時、天から
のこの布告が、どれほどの慰めとなるこ
とでしょう。

同じく13節で、「彼らはその労苦から
解き放されて休むことができる。彼らの
行いは彼らについて行くからである」と励
まされています。毎日、反キリスト政権の
警察や軍などによって捕まるのではない
かと恐れて過ごす日々から解放され、神
様の御前に着き、休むことができるとい
う、この布告は聖徒たちに力強い忍耐を
与えることでしょう。

第6の布告
「救われた者を駆り集める」
黙示録14章14節から15節、「また、
私は見た。見よ。白い雲が起こり、その
雲に人の子のような方が乗っておられた。
頭には金の冠をかぶり、手には鋭いかま
を持っておられた。すると、もうひとりの
御使いが聖所から出て来て、雲に乗って
おられる方に向かって大声で叫んだ。『か
まを入れて刈り取ってください。地の穀物
は実ったので、取り入れる時が来ました
から』」

第6の布告は14節で、「私は見た。見
よ。白い雲が起こり、その雲に人の子の
ような方が乗っておられた。頭には金の
冠をかぶり、手には鋭いかまを持っておら
れた」とあります。頭に金の冠をかぶって
いる、人の子のような方は、多くの神学
者がイエス様のことであると述べています。

イエス様のかぶる冠は王の冠で、ギリ
シャ語では「ディアデマ」と言います。一
方、ギリシャ語の「ステファノス」とは、
キリストに忠実に仕えた者が頂く冠で、
勝利者を表します。ディアデマを持ってお
られるイエス様が、悪に勝利し、ステファ
ノスの冠を「勝利の印」としてかぶってい
らっしゃるのだという解釈もあります。黙
示録19章12節で、「その頭には多くの
王冠があって、ご自身のほかだれも知ら
ない名が書かれていた」と言われています
から、主なるイエス様は複数の冠を持っ
ておられます。

ボツラに隠れているイスラエルの民が、
民族的にイエス様を信じます。また、世
界中に残っているイスラエルの民が、メシ
ア王国でイスラエルの地に帰還して、団
体で主の御前にひれ伏します。5節では、

「彼らの口には偽りがなかった。彼らは傷
のない者である」と記されていますから、
彼らは霊的にも肉体的にも清い者です。
14万4千人を初穂とし、次々と同じよう
な団体が現れ、収穫されていきます。

第2の布告
「御使いの伝道」
黙示録14章6節と7節、「また私は、

もうひとりの御使いが中天を飛ぶのを見
た。彼は、地上に住む人々、すなわち、
あらゆる国民、部族、国語、民族に宣べ
伝えるために、永遠の福音を携えていた。
彼は大声で言った。『神を恐れ、神をあ
がめよ。神のさばきの時が来たからであ
る。天と地と海と水の源を創造した方を
拝め』」

6節で、「また私は、もうひとりの御使
いが中天を飛ぶのを見た。彼は、地上に
住む人々、すなわち、あらゆる国民、部
族、国語、民族に宣べ伝えるために、永
遠の福音を携えていた」と言われています。
神様は御使いを送って、御使いは中天を
飛びながら伝道しています。エルサレムで、
二人の証人が奇跡を起こし、福音を伝え、
その後、殺されましたが、神様は彼らを
復活させられました。世界中の人々の目
が、テレビやインターネット、スマート
フォンなどで二人の証人に釘付けとなりま
す。神様はまた、14万4千人を大患難時
代の期間守り通させ、伝道させました。
そして、神様側に付く最後のチャンスとして、

これは、聖徒たちに、偽の三位一体の
堕落と失敗を示すこと、最後の第3の災
いに起こる七つの鉢である災難が近づい
ていること、そして聖徒たちの忍耐を強
めるために、御国の到来に関する七つの
布告を行っています。

今回の黙示録の中で語られている聖徒
たちは、大患難時代の最初からいたイス
ラエルの民の14万4千人の伝道師たちで
はありません。今回出て来た人々は、ま
だ神の証印を押されていませんでしたが、
大患難時代に入ってからイエス様を信じ
て救われ、神の証印を押されて、無数の
殉教者たちとなっていった、「新しくイエ
ス・キリストを信じた人々」、また「新しく
イエス・キリストに救われたイスラエルの
民」たちなのです。

七つの布告
（新改訳第三版使用）

13章で反キリストと獣の刻印について
学びました。
ヨハネの黙示録（以下、黙示録）13章
16節、「また、小さい者にも、大きい者
にも、富んでいる者にも、貧しい者にも、
自由人にも、奴隷にも、すべての人々に
その右の手かその額かに、刻印を受けさ
せた」

そのような中でも、主に守られ、獣で
ある反キリストの刻印を受けずに隠れ通
すユダヤ人、異邦人がたくさんいます。
この時点では、まだ大患難時代は3年半
残っていますが、14章においてはメシア
王国（御国）の到来を布告しています。

第3の布告
「大バビロンは倒れた」
黙示録14章8節、「また、第二の、別

の御使いが続いてやって来て、言った。
『大バビロンは倒れた。倒れた。激しい
御怒りを引き起こすその不品行のぶどう
酒を、すべての国々の民に飲ませた者』」

第3の布告は、反キリストの経済本拠
地であるバビロンが倒れたことを告げて
います。現在の世界の経済本拠地は、
ニューヨークのウォール街です。反キリ
ストが立ち上がる時、世界の経済、世界
の宗教を一つにしようとする団体が出て
きます。それによって、さらに世界の宗
教を統一し、互いに尊敬し合い、どの宗
教も素晴らしいのだから、仲良く世界平
和をもたらしましょうといった状況が起こ
されます。恐らくバビロンがその本拠地
となっているでしょう。

そして、大患難時代の後半、宗教の本
拠地はエルサレムになります。しかし、
経済は変わらずバビロンにあると考えら
れます。これらの事は後に、黙示録17
章と18章で学びます。8節で、「激しい
御怒りを引き起こすその不品行のぶどう
酒を、すべての国々の民に飲ませた者」、
大バビロンと呼ばれる世界中を堕落させ
た者に、神様の激しい御怒りが注がれる
時です。

同じく黙示録14章14節で、「人の子の
ような方」について書かれています。また、
黙示録1章13節で、「足までたれた衣を
着て、胸に金の帯を締めた、人の子のよ
うな方が見えた」とも言われています。イ
エス・キリストが、大祭司のお姿で現れ
ておられます。

手に鋭いかまを持っているのは、イエ
ス様だと考えられます。鋭いかまは、穀
物を刈り取る時に使う道具です。15節で、

「すると、もうひとりの御使いが聖所から
出て来て、雲に乗っておられる方に向
かって大声で叫んだ。『かまを入れて刈り
取ってください。地の穀物は実ったので、
取り入れる時が来ましたから』」と、御使
いが神様のご臨在のある聖所から出てき
ています。神様からの勅令を受けて、最
後の刈り取りを布告しています。「地の穀
物が実った」と言っているのは、救われる
べき人々が、救いを受ける時が来たこと
を布告しています。

黙示録13章8節に、「地に住む者で、
ほふられた小羊のいのちの書に、世の初
めからその名の書きしるされていない者
はみな、彼を拝むようになる」と、小羊
のいのちの書に名が書き記されている者
は、最後までサタンや反キリストに心を
奪われることなく救われます。その人々
の救われる時が来ました。刈り取りの勝
利の時です。救われる人々を刈り取って
迎えておられるのは、主ご自身であると
思われます。

第7の布告
「罪人を刈り取る」
黙示録14章17節から20節、「また、

もうひとりの御使いが、天の聖所から出
て来たが、この御使いも、鋭いかまを
持っていた。すると、火を支配する権威
を持ったもうひとりの御使いが、祭壇か
ら出て来て、鋭いかまを持つ御使いに大
声で叫んで言った。『その鋭いかまを入れ、
地のぶどうのふさを刈り集めよ。ぶどうは
すでに熟しているのだから。』そこで御使
いは地にかまを入れ、地のぶどうを刈り
集めて、神の激しい怒りの大きな酒ぶね
に投げ入れた。その酒ぶねは都の外で踏
まれたが、血は、その酒ぶねから流れ出
て、馬のくつわに届くほどになり、千六
百スタディオンに広がった」

第7の布告は、17節で、「もうひとり
の御使いが、天の聖所から出て来たが、
この御使いも、鋭いかまを持っていた」と
いう、この鋭いかまを持っている者は主
ではなく御使いです。18節で、「すると、
火を支配する権威を持ったもうひとりの
御使いが、祭壇から出て来て、鋭いかま
を持つ御使いに大声で叫んで言った。『そ
の鋭いかまを入れ、地のぶどうのふさを
刈り集めよ。ぶどうはすでに熟しているの
だから』」と叫んでいます。祭壇の側で、
火を支配する権威を持っている御使いは、
黙示録8章に記されているように、聖徒
たちの祈りを香と共に神様の御前に送る
役割を持っている者と同様な御使いだと

中天で叫ぶ御使いをも送っておられます。
二人の証人のことを忘れていた人たち

も、14万4千人の伝道に耳を傾けなかっ
た人々も、御使いが中天で叫ぶ声に驚い
て耳を傾けるでしょう。あらゆる国民、部
族、国語、民族の救いのために、あの手
この手を尽くして、一人でも多くの人々が
救われるように、神様の愛がこの地に注
がれています。

7節で、「彼は大声で言った。『神を恐
れ、神をあがめよ。神のさばきの時が来
たからである。天と地と海と水の源を創
造した方を拝め』」と叫びました。サタン
と反キリストと偽預言者との「偽の三位一
体」が、あらゆる奇跡を行って人々を惑わ
している時、御使いは人々に、「創造主で
ある神様を信じるように」と中天で叫び続
けています。

ヨエル書3章2節、「わたしはすべての
国民を集め、彼らをヨシャパテの谷に連
れ下り、その所で、彼らがわたしの民、
わたしのゆずりの地イスラエルにしたこと
で彼らをさばく。彼らはわたしの民を諸
国の民の間に散らし、わたしの地を自分
たちの間で分け取ったからだ」

このヨエル書3章2節の預言の箇所は、
大患難時代の後半のことです。ここで、
エルサレムのオリーブ山と神殿の丘との
間にあるケデロンの谷で、反キリストに
付くすべての軍隊が集められます。

反キリストの軍隊は、イスラエルの民
を抹殺しようとエルサレムとボツラに召集
されます。このエルサレムにあるケデロン
の谷で裁きが行われます。彼らが裁かれ
る理由は、「わたしの民を諸国の民の間
に散らし、わたしの地を自分たちの間で
分け取ったからだ」ということです。イス
ラエルの民を世界離散させ、約束の地を
異邦人が取り上げたからです。

裁きの根源は、イスラエルと約束の地
に関連しています。そして現在は、およそ
1900年ぶりに約束の地に戻ったイスラエ
ルの民を、いかにして抹殺させようかと、
あの手この手で攻撃しています。何とか
再離散させたいと周辺諸国はざわめき、
世界中がマスコミにそそのかされて、そ
の状況に加わっているのです。イスラエル
を再離散させることが出来れば、再び約
束の地に戻るためには千年や千五百年も
の年月がかかります。そうして延 と々時間
稼ぎをしたいというのがサタンの願いであ
り策略です。

このことが、ケデロンの谷で行われる
裁きの時です。

羊と山羊の裁き
マタイの福音書25章32節から34節、

「そして、すべての国々の民が、その御前

に集められます。彼は、羊飼いが羊と山
羊とを分けるように、彼らをより分け、羊
を自分の右に、山羊を左に置きます。そ
うして、王は、その右にいる者たちに言
います。『さあ、わたしの父に祝福された
人たち。世の初めから、あなたがたのた
めに備えられた御国を継ぎなさい」

裁きの時に、イスラエルの敵側に付い
た人々は罰せられます。主は32節で、

「羊飼いが羊と山羊とを分けるように、彼
らをより分け」羊に選ばれた人々を右側に
置き、34節で、「わたしの父に祝福され
た人たち。世の初めから、あなたがたの
ために備えられた御国を継ぎなさい」と祝
福を受けました。その理由は、マタイの
福音書25章35節から40節に記されてい
ます。「世の初めから、あなたがたのため
に備えられた御国を継ぎなさい」と言われ
ていますから、彼らの名は「小羊のいのち
の書」に記されていた人々です。

40節で、「『まことに、あなたがたに告
げます。あなたがたが、これらのわたし
の兄弟たち、しかも最も小さい者たちの
ひとりにしたのは、わたしにしたのです』」
と、イスラエルの民が苦しんでいる時、
彼らに水一杯でも与えた者は、永遠の祝
福を受けます。

25章45節では、左側に置かれた山羊
に選ばれた悪い者たちに、「まことに、お
まえたちに告げます。おまえたちが、こ
の最も小さい者たちのひとりにしなかった

のは、わたしにしなかったのです」と言わ
れました。イエス様によって山羊に選ば
れた者たちが裁かれ、彼らは永遠の刑罰
に送られます。イスラエルの民を襲う山
羊である者たちの受ける刑罰の理由は、
イエス様の兄弟であるイスラエルの民に
悪事を働き、イスラエルの民が絶体絶命
の危機を通っている中でも助けることをし
なかったことが原因です。

黙示録14章20節で、「血は、その酒
ぶねから流れ出て、馬のくつわに届くほ
どになり、千六百スタディオンに広がっ
た」と書かれています。馬のくつわは、そ
れぞれ馬によって高さが違いますが、大
体1ｍから1.5ｍほどの高さです。酒ぶね
の大きさは分かりませんが、非常に大き
な酒ぶねの中にある血が流れ出し、1ｍ
から1.5ｍ以上になり、どんどんあふれて
いきます。その血が1600スタディオン、
つまり約300kmの距離にまで及んでいき
ます。それが、エルサレムにあるケデロン
の谷からヨルダン国にあるボツラまでの
距離です。

第7のラッパが吹かれ、第3の災いの
「七つの鉢の災い」が始まる前に、「七つ
の勝利の布告」が記されています。それ
は、主のご再臨が近いこと、主と聖徒た
ちの勝利の確実性が知らされているとい
うことなのです。
ハレルヤ！

のない人々である。彼らは童貞なのであ
る｣、と書かれていますが、これは肉体的
に童貞なのか、霊的に童貞なのかが分か
りません。結婚は、神様によって備えら
れ、祝福されていますから、結婚が汚れ
ているわけはありません。コリント人への
手紙 第二11章2節で、「私はあなたがた
を、清純な処女として、ひとりの人の花
嫁に定め、キリストにささげることにした
からです」とパウロが言っているのは、結
婚をしないことではなく、霊的処女として
異端の信仰に関わらないようにと忠告し
ているのです。

次々と殉教者が出る大患難時代で、力
強く伝道をし続けることは命懸けです。こ
のような時代で、主の御働きを成し遂げ
るために霊的にも肉体的にも汚れのない、
独身の人々が選ばれているとも考えられ
ます。同じく4節では、「彼らは、小羊が
行く所には、どこにでもついて行く。彼ら
は、神および小羊にささげられる初穂と
して、人々の中から贖われたのである」と
言われています。彼らは、イエス様に忠
実に従う初穂として贖われています。14
万4千人というのは大きな団体です。彼
らが初穂ですから、この後、同じような
穂が大勢現れるという意味です。

第4の布告
「獣の刻印を受けた者」
黙示録14章9節から12節、「また、第

三の、別の御使いも、彼らに続いてやっ
て来て、大声で言った。『もし、だれでも、
獣とその像を拝み、自分の額か手かに刻
印を受けるなら、そのような者は、神の
怒りの杯に混ぜ物なしに注がれた神の怒
りのぶどう酒を飲む。また、聖なる御使
いたちと小羊との前で、火と硫黄とで苦
しめられる。そして、彼らの苦しみの煙は、
永遠にまでも立ち上る。獣とその像とを
拝む者、まただれでも獣の名の刻印を受
ける者は、昼も夜も休みを得ない。神の
戒めを守り、イエスに対する信仰を持ち
続ける聖徒たちの忍耐はここにある』」

第4の布告は、獣の刻印を受ける者は
再び神様の救いを受けるチャンスはない
ということです。9節と10節で、「獣とそ
の像を拝み、自分の額か手かに刻印を受
けるなら、そのような者は、神の怒りの
杯に混ぜ物なしに注がれた神の怒りのぶ
どう酒を飲む」のだと告げられます。獣の
刻印を受ける者は、自由意思によって獣
を拝み、サタンに従っている者です。「い
つの間にか獣の刻印を受けていた」などと
いうことはないでしょう。その様なことは
神様が許されません。
　獣の刻印を受けないと決心する者は、サ
タンや反キリストを拝まず、神への悪口を
言うこともしません。神様のあわれみと愛
によって、力を得て耐え忍ぶことができます。
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エルサレム旧市街から見たケデロン（ヨシャパテ）の谷。
神殿の丘とオリーブ山との間にある谷

イエス様の時代、
南東からオリーブ山を右に見たエルサレムの鳥瞰図
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思われます。
いよいよ、聖徒たちの祈りが答えられ、

神様が悪者に対して復讐をなさる時が来
ました。地のブドウの房が熟していると
いうのは、彼らの悪が天まで届き、神様
がソドムとゴモラを破壊されたように、反
キリストの世界統一国家を破壊される時
です。穀物の刈り取りは「救い」を表しま
すが、ブドウの刈り取りは「審判」を表し
ます。

19節で、「そこで御使いは地にかまを
入れ、地のぶどうを刈り集めて、神の激
しい怒りの大きな酒ぶねに投げ入れた」と、
酒ぶねでブドウを踏むように、悪人たち
が踏み潰される時が来ました。このよう
にして、神様は罰すべき者を罰せられる
お方です。

20節で、「その酒ぶねは都の外で踏ま
れた」のですが、そこはエルサレムの神殿
の丘と、オリーブ山との間にある、ケデ
ロンの谷のことです。

ケデロンの谷は、王の谷とも呼ばれて
います。アブラハムが戦いで勝利を得た
後、帰途でいと高き神の祭司メルキゼデ
クに出会った所が、王の谷であると記さ
れています（創14:17）。そして創世記14
章18節に、「シャレムの王メルキゼデク
はパンとぶどう酒を持って来た。彼はいと
高き神の祭司であった｣と記されています。
また、この谷はヨシャパテの谷とも呼ば
れています。
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万4千人の伝道師たちが歌っている声で
す。勝利をたたえる、喜びの叫びと言え
るでしょう。

3節で、「彼らは、御座の前と、四つの
生き物および長老たちの前とで、新しい
歌を歌った。しかし地上から贖われた十
四万四千人のほかには、だれもこの歌を
学ぶことができなかった」と言われていま
す。天の御座の前ですから、イスラエル
の民の中から特別に選ばれた14万4千
人が、天にいることを表しています。

大患難時代の伝道が終ったところで、
シオンに立っている14万4千人の伝道師
たちは、携挙のような形で天に到着して
いると考えられます。彼らの歌っている賛
美は、誰も歌うことのできない歌です。
異言のような歌かもしれません。

黙示録14章4節と5節、「彼らは女に
よって汚されたことのない人々である。彼
らは童貞なのである。彼らは、小羊が行
く所には、どこにでもついて行く。彼らは、
神および小羊にささげられる初穂として、
人々の中から贖われたのである。彼らの
口には偽りがなかった。彼らは傷のない
者である」

4節で、｢彼らは女によって汚されたこと

第1の布告
「イスラエルの伝道師の勝利」
黙示録14章1節、「また私は見た。見

よ。小羊がシオンの山の上に立っていた。
また小羊とともに十四万四千人の人たち
がいて、その額には小羊の名と、小羊の
父の名とがしるしてあった」

第1の布告では、黙示録7章で額に神
の印が押された14万4千人が大患難時
代の伝道を終えて、小羊であるキリストと
共にシオンの山に立っています。

黙示録14章2節と3節、「私は天から
の声を聞いた。大水の音のようで、また、
激しい雷鳴のようであった。また、私の
聞いたその声は、立琴をひく人々が立琴
をかき鳴らしている音のようでもあった。
彼らは、御座の前と、四つの生き物およ
び長老たちの前とで、新しい歌を歌った。
しかし地上から贖われた十四万四千人の
ほかには、だれもこの歌を学ぶことがで
きなかった」

2節で、「私は天からの声を聞いた。大
水の音のようで、また、激しい雷鳴のよ
うであった。また、私の聞いたその声は、
立琴をひく人々が立琴をかき鳴らしている
音のようでもあった」というこの声は、14

第5の布告
「主にあって死ぬ死者は幸い」
黙示録14章13節、「また私は、天か

らこう言っている声を聞いた。『書きしる
せ。「今から後、主にあって死ぬ死者は
幸いである。」』御霊も言われる。『しかり。
彼らはその労苦から解き放されて休むこ
とができる。彼らの行いは彼らについて
行くからである』」

第5の布告は、13節で「書きしるせ。
『今から後、主にあって死ぬ死者は幸いで
ある。』御霊も言われる」、とあります。聖
徒たちが次々と殺されている時、天から
のこの布告が、どれほどの慰めとなるこ
とでしょう。

同じく13節で、「彼らはその労苦から
解き放されて休むことができる。彼らの
行いは彼らについて行くからである」と励
まされています。毎日、反キリスト政権の
警察や軍などによって捕まるのではない
かと恐れて過ごす日々から解放され、神
様の御前に着き、休むことができるとい
う、この布告は聖徒たちに力強い忍耐を
与えることでしょう。

第6の布告
「救われた者を駆り集める」
黙示録14章14節から15節、「また、

私は見た。見よ。白い雲が起こり、その
雲に人の子のような方が乗っておられた。
頭には金の冠をかぶり、手には鋭いかま
を持っておられた。すると、もうひとりの
御使いが聖所から出て来て、雲に乗って
おられる方に向かって大声で叫んだ。『か
まを入れて刈り取ってください。地の穀物
は実ったので、取り入れる時が来ました
から』」

第6の布告は14節で、「私は見た。見
よ。白い雲が起こり、その雲に人の子の
ような方が乗っておられた。頭には金の
冠をかぶり、手には鋭いかまを持っておら
れた」とあります。頭に金の冠をかぶって
いる、人の子のような方は、多くの神学
者がイエス様のことであると述べています。

イエス様のかぶる冠は王の冠で、ギリ
シャ語では「ディアデマ」と言います。一
方、ギリシャ語の「ステファノス」とは、
キリストに忠実に仕えた者が頂く冠で、
勝利者を表します。ディアデマを持ってお
られるイエス様が、悪に勝利し、ステファ
ノスの冠を「勝利の印」としてかぶってい
らっしゃるのだという解釈もあります。黙
示録19章12節で、「その頭には多くの
王冠があって、ご自身のほかだれも知ら
ない名が書かれていた」と言われています
から、主なるイエス様は複数の冠を持っ
ておられます。

ボツラに隠れているイスラエルの民が、
民族的にイエス様を信じます。また、世
界中に残っているイスラエルの民が、メシ
ア王国でイスラエルの地に帰還して、団
体で主の御前にひれ伏します。5節では、

「彼らの口には偽りがなかった。彼らは傷
のない者である」と記されていますから、
彼らは霊的にも肉体的にも清い者です。
14万4千人を初穂とし、次々と同じよう
な団体が現れ、収穫されていきます。

第2の布告
「御使いの伝道」
黙示録14章6節と7節、「また私は、

もうひとりの御使いが中天を飛ぶのを見
た。彼は、地上に住む人々、すなわち、
あらゆる国民、部族、国語、民族に宣べ
伝えるために、永遠の福音を携えていた。
彼は大声で言った。『神を恐れ、神をあ
がめよ。神のさばきの時が来たからであ
る。天と地と海と水の源を創造した方を
拝め』」

6節で、「また私は、もうひとりの御使
いが中天を飛ぶのを見た。彼は、地上に
住む人々、すなわち、あらゆる国民、部
族、国語、民族に宣べ伝えるために、永
遠の福音を携えていた」と言われています。
神様は御使いを送って、御使いは中天を
飛びながら伝道しています。エルサレムで、
二人の証人が奇跡を起こし、福音を伝え、
その後、殺されましたが、神様は彼らを
復活させられました。世界中の人々の目
が、テレビやインターネット、スマート
フォンなどで二人の証人に釘付けとなりま
す。神様はまた、14万4千人を大患難時
代の期間守り通させ、伝道させました。
そして、神様側に付く最後のチャンスとして、

これは、聖徒たちに、偽の三位一体の
堕落と失敗を示すこと、最後の第3の災
いに起こる七つの鉢である災難が近づい
ていること、そして聖徒たちの忍耐を強
めるために、御国の到来に関する七つの
布告を行っています。

今回の黙示録の中で語られている聖徒
たちは、大患難時代の最初からいたイス
ラエルの民の14万4千人の伝道師たちで
はありません。今回出て来た人々は、ま
だ神の証印を押されていませんでしたが、
大患難時代に入ってからイエス様を信じ
て救われ、神の証印を押されて、無数の
殉教者たちとなっていった、「新しくイエ
ス・キリストを信じた人々」、また「新しく
イエス・キリストに救われたイスラエルの
民」たちなのです。

七つの布告
（新改訳第三版使用）

13章で反キリストと獣の刻印について
学びました。
ヨハネの黙示録（以下、黙示録）13章
16節、「また、小さい者にも、大きい者
にも、富んでいる者にも、貧しい者にも、
自由人にも、奴隷にも、すべての人々に
その右の手かその額かに、刻印を受けさ
せた」

そのような中でも、主に守られ、獣で
ある反キリストの刻印を受けずに隠れ通
すユダヤ人、異邦人がたくさんいます。
この時点では、まだ大患難時代は3年半
残っていますが、14章においてはメシア
王国（御国）の到来を布告しています。

第3の布告
「大バビロンは倒れた」
黙示録14章8節、「また、第二の、別

の御使いが続いてやって来て、言った。
『大バビロンは倒れた。倒れた。激しい
御怒りを引き起こすその不品行のぶどう
酒を、すべての国々の民に飲ませた者』」

第3の布告は、反キリストの経済本拠
地であるバビロンが倒れたことを告げて
います。現在の世界の経済本拠地は、
ニューヨークのウォール街です。反キリ
ストが立ち上がる時、世界の経済、世界
の宗教を一つにしようとする団体が出て
きます。それによって、さらに世界の宗
教を統一し、互いに尊敬し合い、どの宗
教も素晴らしいのだから、仲良く世界平
和をもたらしましょうといった状況が起こ
されます。恐らくバビロンがその本拠地
となっているでしょう。

そして、大患難時代の後半、宗教の本
拠地はエルサレムになります。しかし、
経済は変わらずバビロンにあると考えら
れます。これらの事は後に、黙示録17
章と18章で学びます。8節で、「激しい
御怒りを引き起こすその不品行のぶどう
酒を、すべての国々の民に飲ませた者」、
大バビロンと呼ばれる世界中を堕落させ
た者に、神様の激しい御怒りが注がれる
時です。

同じく黙示録14章14節で、「人の子の
ような方」について書かれています。また、
黙示録1章13節で、「足までたれた衣を
着て、胸に金の帯を締めた、人の子のよ
うな方が見えた」とも言われています。イ
エス・キリストが、大祭司のお姿で現れ
ておられます。

手に鋭いかまを持っているのは、イエ
ス様だと考えられます。鋭いかまは、穀
物を刈り取る時に使う道具です。15節で、

「すると、もうひとりの御使いが聖所から
出て来て、雲に乗っておられる方に向
かって大声で叫んだ。『かまを入れて刈り
取ってください。地の穀物は実ったので、
取り入れる時が来ましたから』」と、御使
いが神様のご臨在のある聖所から出てき
ています。神様からの勅令を受けて、最
後の刈り取りを布告しています。「地の穀
物が実った」と言っているのは、救われる
べき人々が、救いを受ける時が来たこと
を布告しています。

黙示録13章8節に、「地に住む者で、
ほふられた小羊のいのちの書に、世の初
めからその名の書きしるされていない者
はみな、彼を拝むようになる」と、小羊
のいのちの書に名が書き記されている者
は、最後までサタンや反キリストに心を
奪われることなく救われます。その人々
の救われる時が来ました。刈り取りの勝
利の時です。救われる人々を刈り取って
迎えておられるのは、主ご自身であると
思われます。

第7の布告
「罪人を刈り取る」
黙示録14章17節から20節、「また、

もうひとりの御使いが、天の聖所から出
て来たが、この御使いも、鋭いかまを
持っていた。すると、火を支配する権威
を持ったもうひとりの御使いが、祭壇か
ら出て来て、鋭いかまを持つ御使いに大
声で叫んで言った。『その鋭いかまを入れ、
地のぶどうのふさを刈り集めよ。ぶどうは
すでに熟しているのだから。』そこで御使
いは地にかまを入れ、地のぶどうを刈り
集めて、神の激しい怒りの大きな酒ぶね
に投げ入れた。その酒ぶねは都の外で踏
まれたが、血は、その酒ぶねから流れ出
て、馬のくつわに届くほどになり、千六
百スタディオンに広がった」

第7の布告は、17節で、「もうひとり
の御使いが、天の聖所から出て来たが、
この御使いも、鋭いかまを持っていた」と
いう、この鋭いかまを持っている者は主
ではなく御使いです。18節で、「すると、
火を支配する権威を持ったもうひとりの
御使いが、祭壇から出て来て、鋭いかま
を持つ御使いに大声で叫んで言った。『そ
の鋭いかまを入れ、地のぶどうのふさを
刈り集めよ。ぶどうはすでに熟しているの
だから』」と叫んでいます。祭壇の側で、
火を支配する権威を持っている御使いは、
黙示録8章に記されているように、聖徒
たちの祈りを香と共に神様の御前に送る
役割を持っている者と同様な御使いだと

中天で叫ぶ御使いをも送っておられます。
二人の証人のことを忘れていた人たち

も、14万4千人の伝道に耳を傾けなかっ
た人々も、御使いが中天で叫ぶ声に驚い
て耳を傾けるでしょう。あらゆる国民、部
族、国語、民族の救いのために、あの手
この手を尽くして、一人でも多くの人々が
救われるように、神様の愛がこの地に注
がれています。

7節で、「彼は大声で言った。『神を恐
れ、神をあがめよ。神のさばきの時が来
たからである。天と地と海と水の源を創
造した方を拝め』」と叫びました。サタン
と反キリストと偽預言者との「偽の三位一
体」が、あらゆる奇跡を行って人々を惑わ
している時、御使いは人々に、「創造主で
ある神様を信じるように」と中天で叫び続
けています。

ヨエル書3章2節、「わたしはすべての
国民を集め、彼らをヨシャパテの谷に連
れ下り、その所で、彼らがわたしの民、
わたしのゆずりの地イスラエルにしたこと
で彼らをさばく。彼らはわたしの民を諸
国の民の間に散らし、わたしの地を自分
たちの間で分け取ったからだ」

このヨエル書3章2節の預言の箇所は、
大患難時代の後半のことです。ここで、
エルサレムのオリーブ山と神殿の丘との
間にあるケデロンの谷で、反キリストに
付くすべての軍隊が集められます。

反キリストの軍隊は、イスラエルの民
を抹殺しようとエルサレムとボツラに召集
されます。このエルサレムにあるケデロン
の谷で裁きが行われます。彼らが裁かれ
る理由は、「わたしの民を諸国の民の間
に散らし、わたしの地を自分たちの間で
分け取ったからだ」ということです。イス
ラエルの民を世界離散させ、約束の地を
異邦人が取り上げたからです。

裁きの根源は、イスラエルと約束の地
に関連しています。そして現在は、およそ
1900年ぶりに約束の地に戻ったイスラエ
ルの民を、いかにして抹殺させようかと、
あの手この手で攻撃しています。何とか
再離散させたいと周辺諸国はざわめき、
世界中がマスコミにそそのかされて、そ
の状況に加わっているのです。イスラエル
を再離散させることが出来れば、再び約
束の地に戻るためには千年や千五百年も
の年月がかかります。そうして延 と々時間
稼ぎをしたいというのがサタンの願いであ
り策略です。

このことが、ケデロンの谷で行われる
裁きの時です。

羊と山羊の裁き
マタイの福音書25章32節から34節、

「そして、すべての国々の民が、その御前

に集められます。彼は、羊飼いが羊と山
羊とを分けるように、彼らをより分け、羊
を自分の右に、山羊を左に置きます。そ
うして、王は、その右にいる者たちに言
います。『さあ、わたしの父に祝福された
人たち。世の初めから、あなたがたのた
めに備えられた御国を継ぎなさい」

裁きの時に、イスラエルの敵側に付い
た人々は罰せられます。主は32節で、

「羊飼いが羊と山羊とを分けるように、彼
らをより分け」羊に選ばれた人々を右側に
置き、34節で、「わたしの父に祝福され
た人たち。世の初めから、あなたがたの
ために備えられた御国を継ぎなさい」と祝
福を受けました。その理由は、マタイの
福音書25章35節から40節に記されてい
ます。「世の初めから、あなたがたのため
に備えられた御国を継ぎなさい」と言われ
ていますから、彼らの名は「小羊のいのち
の書」に記されていた人々です。

40節で、「『まことに、あなたがたに告
げます。あなたがたが、これらのわたし
の兄弟たち、しかも最も小さい者たちの
ひとりにしたのは、わたしにしたのです』」
と、イスラエルの民が苦しんでいる時、
彼らに水一杯でも与えた者は、永遠の祝
福を受けます。

25章45節では、左側に置かれた山羊
に選ばれた悪い者たちに、「まことに、お
まえたちに告げます。おまえたちが、こ
の最も小さい者たちのひとりにしなかった

のは、わたしにしなかったのです」と言わ
れました。イエス様によって山羊に選ば
れた者たちが裁かれ、彼らは永遠の刑罰
に送られます。イスラエルの民を襲う山
羊である者たちの受ける刑罰の理由は、
イエス様の兄弟であるイスラエルの民に
悪事を働き、イスラエルの民が絶体絶命
の危機を通っている中でも助けることをし
なかったことが原因です。

黙示録14章20節で、「血は、その酒
ぶねから流れ出て、馬のくつわに届くほ
どになり、千六百スタディオンに広がっ
た」と書かれています。馬のくつわは、そ
れぞれ馬によって高さが違いますが、大
体1ｍから1.5ｍほどの高さです。酒ぶね
の大きさは分かりませんが、非常に大き
な酒ぶねの中にある血が流れ出し、1ｍ
から1.5ｍ以上になり、どんどんあふれて
いきます。その血が1600スタディオン、
つまり約300kmの距離にまで及んでいき
ます。それが、エルサレムにあるケデロン
の谷からヨルダン国にあるボツラまでの
距離です。

第7のラッパが吹かれ、第3の災いの
「七つの鉢の災い」が始まる前に、「七つ
の勝利の布告」が記されています。それ
は、主のご再臨が近いこと、主と聖徒た
ちの勝利の確実性が知らされているとい
うことなのです。
ハレルヤ！

のない人々である。彼らは童貞なのであ
る｣、と書かれていますが、これは肉体的
に童貞なのか、霊的に童貞なのかが分か
りません。結婚は、神様によって備えら
れ、祝福されていますから、結婚が汚れ
ているわけはありません。コリント人への
手紙 第二11章2節で、「私はあなたがた
を、清純な処女として、ひとりの人の花
嫁に定め、キリストにささげることにした
からです」とパウロが言っているのは、結
婚をしないことではなく、霊的処女として
異端の信仰に関わらないようにと忠告し
ているのです。

次々と殉教者が出る大患難時代で、力
強く伝道をし続けることは命懸けです。こ
のような時代で、主の御働きを成し遂げ
るために霊的にも肉体的にも汚れのない、
独身の人々が選ばれているとも考えられ
ます。同じく4節では、「彼らは、小羊が
行く所には、どこにでもついて行く。彼ら
は、神および小羊にささげられる初穂と
して、人々の中から贖われたのである」と
言われています。彼らは、イエス様に忠
実に従う初穂として贖われています。14
万4千人というのは大きな団体です。彼
らが初穂ですから、この後、同じような
穂が大勢現れるという意味です。

第4の布告
「獣の刻印を受けた者」
黙示録14章9節から12節、「また、第
三の、別の御使いも、彼らに続いてやっ
て来て、大声で言った。『もし、だれでも、
獣とその像を拝み、自分の額か手かに刻
印を受けるなら、そのような者は、神の
怒りの杯に混ぜ物なしに注がれた神の怒
りのぶどう酒を飲む。また、聖なる御使
いたちと小羊との前で、火と硫黄とで苦
しめられる。そして、彼らの苦しみの煙は、
永遠にまでも立ち上る。獣とその像とを
拝む者、まただれでも獣の名の刻印を受
ける者は、昼も夜も休みを得ない。神の
戒めを守り、イエスに対する信仰を持ち
続ける聖徒たちの忍耐はここにある』」

第4の布告は、獣の刻印を受ける者は
再び神様の救いを受けるチャンスはない
ということです。9節と10節で、「獣とそ
の像を拝み、自分の額か手かに刻印を受
けるなら、そのような者は、神の怒りの
杯に混ぜ物なしに注がれた神の怒りのぶ
どう酒を飲む」のだと告げられます。獣の
刻印を受ける者は、自由意思によって獣
を拝み、サタンに従っている者です。「い
つの間にか獣の刻印を受けていた」などと
いうことはないでしょう。その様なことは
神様が許されません。
　獣の刻印を受けないと決心する者は、サ
タンや反キリストを拝まず、神への悪口を
言うこともしません。神様のあわれみと愛
によって、力を得て耐え忍ぶことができます。
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エルサレム旧市街から見たケデロン（ヨシャパテ）の谷。
神殿の丘とオリーブ山との間にある谷

イエス様の時代、
南東からオリーブ山を右に見たエルサレムの鳥瞰図
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思われます。
いよいよ、聖徒たちの祈りが答えられ、

神様が悪者に対して復讐をなさる時が来
ました。地のブドウの房が熟していると
いうのは、彼らの悪が天まで届き、神様
がソドムとゴモラを破壊されたように、反
キリストの世界統一国家を破壊される時
です。穀物の刈り取りは「救い」を表しま
すが、ブドウの刈り取りは「審判」を表し
ます。

19節で、「そこで御使いは地にかまを
入れ、地のぶどうを刈り集めて、神の激
しい怒りの大きな酒ぶねに投げ入れた」と、
酒ぶねでブドウを踏むように、悪人たち
が踏み潰される時が来ました。このよう
にして、神様は罰すべき者を罰せられる
お方です。

20節で、「その酒ぶねは都の外で踏ま
れた」のですが、そこはエルサレムの神殿
の丘と、オリーブ山との間にある、ケデ
ロンの谷のことです。

ケデロンの谷は、王の谷とも呼ばれて
います。アブラハムが戦いで勝利を得た
後、帰途でいと高き神の祭司メルキゼデ
クに出会った所が、王の谷であると記さ
れています（創14:17）。そして創世記14
章18節に、「シャレムの王メルキゼデク
はパンとぶどう酒を持って来た。彼はいと
高き神の祭司であった｣と記されています。
また、この谷はヨシャパテの谷とも呼ば
れています。
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万4千人の伝道師たちが歌っている声で
す。勝利をたたえる、喜びの叫びと言え
るでしょう。

3節で、「彼らは、御座の前と、四つの
生き物および長老たちの前とで、新しい
歌を歌った。しかし地上から贖われた十
四万四千人のほかには、だれもこの歌を
学ぶことができなかった」と言われていま
す。天の御座の前ですから、イスラエル
の民の中から特別に選ばれた14万4千
人が、天にいることを表しています。

大患難時代の伝道が終ったところで、
シオンに立っている14万4千人の伝道師
たちは、携挙のような形で天に到着して
いると考えられます。彼らの歌っている賛
美は、誰も歌うことのできない歌です。
異言のような歌かもしれません。

黙示録14章4節と5節、「彼らは女に
よって汚されたことのない人々である。彼
らは童貞なのである。彼らは、小羊が行
く所には、どこにでもついて行く。彼らは、
神および小羊にささげられる初穂として、
人々の中から贖われたのである。彼らの
口には偽りがなかった。彼らは傷のない
者である」

4節で、｢彼らは女によって汚されたこと

第1の布告
「イスラエルの伝道師の勝利」
黙示録14章1節、「また私は見た。見

よ。小羊がシオンの山の上に立っていた。
また小羊とともに十四万四千人の人たち
がいて、その額には小羊の名と、小羊の
父の名とがしるしてあった」

第1の布告では、黙示録7章で額に神
の印が押された14万4千人が大患難時
代の伝道を終えて、小羊であるキリストと
共にシオンの山に立っています。

黙示録14章2節と3節、「私は天から
の声を聞いた。大水の音のようで、また、
激しい雷鳴のようであった。また、私の
聞いたその声は、立琴をひく人々が立琴
をかき鳴らしている音のようでもあった。
彼らは、御座の前と、四つの生き物およ
び長老たちの前とで、新しい歌を歌った。
しかし地上から贖われた十四万四千人の
ほかには、だれもこの歌を学ぶことがで
きなかった」

2節で、「私は天からの声を聞いた。大
水の音のようで、また、激しい雷鳴のよ
うであった。また、私の聞いたその声は、
立琴をひく人々が立琴をかき鳴らしている
音のようでもあった」というこの声は、14

第5の布告
「主にあって死ぬ死者は幸い」
黙示録14章13節、「また私は、天か

らこう言っている声を聞いた。『書きしる
せ。「今から後、主にあって死ぬ死者は
幸いである。」』御霊も言われる。『しかり。
彼らはその労苦から解き放されて休むこ
とができる。彼らの行いは彼らについて
行くからである』」

第5の布告は、13節で「書きしるせ。
『今から後、主にあって死ぬ死者は幸いで
ある。』御霊も言われる」、とあります。聖
徒たちが次々と殺されている時、天から
のこの布告が、どれほどの慰めとなるこ
とでしょう。

同じく13節で、「彼らはその労苦から
解き放されて休むことができる。彼らの
行いは彼らについて行くからである」と励
まされています。毎日、反キリスト政権の
警察や軍などによって捕まるのではない
かと恐れて過ごす日々から解放され、神
様の御前に着き、休むことができるとい
う、この布告は聖徒たちに力強い忍耐を
与えることでしょう。

第6の布告
「救われた者を駆り集める」
黙示録14章14節から15節、「また、
私は見た。見よ。白い雲が起こり、その
雲に人の子のような方が乗っておられた。
頭には金の冠をかぶり、手には鋭いかま
を持っておられた。すると、もうひとりの
御使いが聖所から出て来て、雲に乗って
おられる方に向かって大声で叫んだ。『か
まを入れて刈り取ってください。地の穀物
は実ったので、取り入れる時が来ました
から』」

第6の布告は14節で、「私は見た。見
よ。白い雲が起こり、その雲に人の子の
ような方が乗っておられた。頭には金の
冠をかぶり、手には鋭いかまを持っておら
れた」とあります。頭に金の冠をかぶって
いる、人の子のような方は、多くの神学
者がイエス様のことであると述べています。

イエス様のかぶる冠は王の冠で、ギリ
シャ語では「ディアデマ」と言います。一
方、ギリシャ語の「ステファノス」とは、
キリストに忠実に仕えた者が頂く冠で、
勝利者を表します。ディアデマを持ってお
られるイエス様が、悪に勝利し、ステファ
ノスの冠を「勝利の印」としてかぶってい
らっしゃるのだという解釈もあります。黙
示録19章12節で、「その頭には多くの
王冠があって、ご自身のほかだれも知ら
ない名が書かれていた」と言われています
から、主なるイエス様は複数の冠を持っ
ておられます。

ボツラに隠れているイスラエルの民が、
民族的にイエス様を信じます。また、世
界中に残っているイスラエルの民が、メシ
ア王国でイスラエルの地に帰還して、団
体で主の御前にひれ伏します。5節では、

「彼らの口には偽りがなかった。彼らは傷
のない者である」と記されていますから、
彼らは霊的にも肉体的にも清い者です。
14万4千人を初穂とし、次々と同じよう
な団体が現れ、収穫されていきます。

第2の布告
「御使いの伝道」
黙示録14章6節と7節、「また私は、

もうひとりの御使いが中天を飛ぶのを見
た。彼は、地上に住む人々、すなわち、
あらゆる国民、部族、国語、民族に宣べ
伝えるために、永遠の福音を携えていた。
彼は大声で言った。『神を恐れ、神をあ
がめよ。神のさばきの時が来たからであ
る。天と地と海と水の源を創造した方を
拝め』」

6節で、「また私は、もうひとりの御使
いが中天を飛ぶのを見た。彼は、地上に
住む人々、すなわち、あらゆる国民、部
族、国語、民族に宣べ伝えるために、永
遠の福音を携えていた」と言われています。
神様は御使いを送って、御使いは中天を
飛びながら伝道しています。エルサレムで、
二人の証人が奇跡を起こし、福音を伝え、
その後、殺されましたが、神様は彼らを
復活させられました。世界中の人々の目
が、テレビやインターネット、スマート
フォンなどで二人の証人に釘付けとなりま
す。神様はまた、14万4千人を大患難時
代の期間守り通させ、伝道させました。
そして、神様側に付く最後のチャンスとして、

これは、聖徒たちに、偽の三位一体の
堕落と失敗を示すこと、最後の第3の災
いに起こる七つの鉢である災難が近づい
ていること、そして聖徒たちの忍耐を強
めるために、御国の到来に関する七つの
布告を行っています。

今回の黙示録の中で語られている聖徒
たちは、大患難時代の最初からいたイス
ラエルの民の14万4千人の伝道師たちで
はありません。今回出て来た人々は、ま
だ神の証印を押されていませんでしたが、
大患難時代に入ってからイエス様を信じ
て救われ、神の証印を押されて、無数の
殉教者たちとなっていった、「新しくイエ
ス・キリストを信じた人々」、また「新しく
イエス・キリストに救われたイスラエルの
民」たちなのです。

七つの布告
（新改訳第三版使用）

13章で反キリストと獣の刻印について
学びました。
ヨハネの黙示録（以下、黙示録）13章
16節、「また、小さい者にも、大きい者
にも、富んでいる者にも、貧しい者にも、
自由人にも、奴隷にも、すべての人々に
その右の手かその額かに、刻印を受けさ
せた」

そのような中でも、主に守られ、獣で
ある反キリストの刻印を受けずに隠れ通
すユダヤ人、異邦人がたくさんいます。
この時点では、まだ大患難時代は3年半
残っていますが、14章においてはメシア
王国（御国）の到来を布告しています。

第3の布告
「大バビロンは倒れた」
黙示録14章8節、「また、第二の、別

の御使いが続いてやって来て、言った。
『大バビロンは倒れた。倒れた。激しい
御怒りを引き起こすその不品行のぶどう
酒を、すべての国々の民に飲ませた者』」

第3の布告は、反キリストの経済本拠
地であるバビロンが倒れたことを告げて
います。現在の世界の経済本拠地は、
ニューヨークのウォール街です。反キリ
ストが立ち上がる時、世界の経済、世界
の宗教を一つにしようとする団体が出て
きます。それによって、さらに世界の宗
教を統一し、互いに尊敬し合い、どの宗
教も素晴らしいのだから、仲良く世界平
和をもたらしましょうといった状況が起こ
されます。恐らくバビロンがその本拠地
となっているでしょう。

そして、大患難時代の後半、宗教の本
拠地はエルサレムになります。しかし、
経済は変わらずバビロンにあると考えら
れます。これらの事は後に、黙示録17
章と18章で学びます。8節で、「激しい
御怒りを引き起こすその不品行のぶどう
酒を、すべての国々の民に飲ませた者」、
大バビロンと呼ばれる世界中を堕落させ
た者に、神様の激しい御怒りが注がれる
時です。

同じく黙示録14章14節で、「人の子の
ような方」について書かれています。また、
黙示録1章13節で、「足までたれた衣を
着て、胸に金の帯を締めた、人の子のよ
うな方が見えた」とも言われています。イ
エス・キリストが、大祭司のお姿で現れ
ておられます。

手に鋭いかまを持っているのは、イエ
ス様だと考えられます。鋭いかまは、穀
物を刈り取る時に使う道具です。15節で、

「すると、もうひとりの御使いが聖所から
出て来て、雲に乗っておられる方に向
かって大声で叫んだ。『かまを入れて刈り
取ってください。地の穀物は実ったので、
取り入れる時が来ましたから』」と、御使
いが神様のご臨在のある聖所から出てき
ています。神様からの勅令を受けて、最
後の刈り取りを布告しています。「地の穀
物が実った」と言っているのは、救われる
べき人々が、救いを受ける時が来たこと
を布告しています。

黙示録13章8節に、「地に住む者で、
ほふられた小羊のいのちの書に、世の初
めからその名の書きしるされていない者
はみな、彼を拝むようになる」と、小羊
のいのちの書に名が書き記されている者
は、最後までサタンや反キリストに心を
奪われることなく救われます。その人々
の救われる時が来ました。刈り取りの勝
利の時です。救われる人々を刈り取って
迎えておられるのは、主ご自身であると
思われます。

第7の布告
「罪人を刈り取る」
黙示録14章17節から20節、「また、

もうひとりの御使いが、天の聖所から出
て来たが、この御使いも、鋭いかまを
持っていた。すると、火を支配する権威
を持ったもうひとりの御使いが、祭壇か
ら出て来て、鋭いかまを持つ御使いに大
声で叫んで言った。『その鋭いかまを入れ、
地のぶどうのふさを刈り集めよ。ぶどうは
すでに熟しているのだから。』そこで御使
いは地にかまを入れ、地のぶどうを刈り
集めて、神の激しい怒りの大きな酒ぶね
に投げ入れた。その酒ぶねは都の外で踏
まれたが、血は、その酒ぶねから流れ出
て、馬のくつわに届くほどになり、千六
百スタディオンに広がった」

第7の布告は、17節で、「もうひとり
の御使いが、天の聖所から出て来たが、
この御使いも、鋭いかまを持っていた」と
いう、この鋭いかまを持っている者は主
ではなく御使いです。18節で、「すると、
火を支配する権威を持ったもうひとりの
御使いが、祭壇から出て来て、鋭いかま
を持つ御使いに大声で叫んで言った。『そ
の鋭いかまを入れ、地のぶどうのふさを
刈り集めよ。ぶどうはすでに熟しているの
だから』」と叫んでいます。祭壇の側で、
火を支配する権威を持っている御使いは、
黙示録8章に記されているように、聖徒
たちの祈りを香と共に神様の御前に送る
役割を持っている者と同様な御使いだと

中天で叫ぶ御使いをも送っておられます。
二人の証人のことを忘れていた人たち

も、14万4千人の伝道に耳を傾けなかっ
た人々も、御使いが中天で叫ぶ声に驚い
て耳を傾けるでしょう。あらゆる国民、部
族、国語、民族の救いのために、あの手
この手を尽くして、一人でも多くの人々が
救われるように、神様の愛がこの地に注
がれています。

7節で、「彼は大声で言った。『神を恐
れ、神をあがめよ。神のさばきの時が来
たからである。天と地と海と水の源を創
造した方を拝め』」と叫びました。サタン
と反キリストと偽預言者との「偽の三位一
体」が、あらゆる奇跡を行って人々を惑わ
している時、御使いは人々に、「創造主で
ある神様を信じるように」と中天で叫び続
けています。

ヨエル書3章2節、「わたしはすべての
国民を集め、彼らをヨシャパテの谷に連
れ下り、その所で、彼らがわたしの民、
わたしのゆずりの地イスラエルにしたこと
で彼らをさばく。彼らはわたしの民を諸
国の民の間に散らし、わたしの地を自分
たちの間で分け取ったからだ」

このヨエル書3章2節の預言の箇所は、
大患難時代の後半のことです。ここで、
エルサレムのオリーブ山と神殿の丘との
間にあるケデロンの谷で、反キリストに
付くすべての軍隊が集められます。

反キリストの軍隊は、イスラエルの民
を抹殺しようとエルサレムとボツラに召集
されます。このエルサレムにあるケデロン
の谷で裁きが行われます。彼らが裁かれ
る理由は、「わたしの民を諸国の民の間
に散らし、わたしの地を自分たちの間で
分け取ったからだ」ということです。イス
ラエルの民を世界離散させ、約束の地を
異邦人が取り上げたからです。

裁きの根源は、イスラエルと約束の地
に関連しています。そして現在は、およそ
1900年ぶりに約束の地に戻ったイスラエ
ルの民を、いかにして抹殺させようかと、
あの手この手で攻撃しています。何とか
再離散させたいと周辺諸国はざわめき、
世界中がマスコミにそそのかされて、そ
の状況に加わっているのです。イスラエル
を再離散させることが出来れば、再び約
束の地に戻るためには千年や千五百年も
の年月がかかります。そうして延 と々時間
稼ぎをしたいというのがサタンの願いであ
り策略です。

このことが、ケデロンの谷で行われる
裁きの時です。

羊と山羊の裁き
マタイの福音書25章32節から34節、

「そして、すべての国々の民が、その御前

に集められます。彼は、羊飼いが羊と山
羊とを分けるように、彼らをより分け、羊
を自分の右に、山羊を左に置きます。そ
うして、王は、その右にいる者たちに言
います。『さあ、わたしの父に祝福された
人たち。世の初めから、あなたがたのた
めに備えられた御国を継ぎなさい」

裁きの時に、イスラエルの敵側に付い
た人々は罰せられます。主は32節で、

「羊飼いが羊と山羊とを分けるように、彼
らをより分け」羊に選ばれた人々を右側に
置き、34節で、「わたしの父に祝福され
た人たち。世の初めから、あなたがたの
ために備えられた御国を継ぎなさい」と祝
福を受けました。その理由は、マタイの
福音書25章35節から40節に記されてい
ます。「世の初めから、あなたがたのため
に備えられた御国を継ぎなさい」と言われ
ていますから、彼らの名は「小羊のいのち
の書」に記されていた人々です。

40節で、「『まことに、あなたがたに告
げます。あなたがたが、これらのわたし
の兄弟たち、しかも最も小さい者たちの
ひとりにしたのは、わたしにしたのです』」
と、イスラエルの民が苦しんでいる時、
彼らに水一杯でも与えた者は、永遠の祝
福を受けます。

25章45節では、左側に置かれた山羊
に選ばれた悪い者たちに、「まことに、お
まえたちに告げます。おまえたちが、こ
の最も小さい者たちのひとりにしなかった

のは、わたしにしなかったのです」と言わ
れました。イエス様によって山羊に選ば
れた者たちが裁かれ、彼らは永遠の刑罰
に送られます。イスラエルの民を襲う山
羊である者たちの受ける刑罰の理由は、
イエス様の兄弟であるイスラエルの民に
悪事を働き、イスラエルの民が絶体絶命
の危機を通っている中でも助けることをし
なかったことが原因です。

黙示録14章20節で、「血は、その酒
ぶねから流れ出て、馬のくつわに届くほ
どになり、千六百スタディオンに広がっ
た」と書かれています。馬のくつわは、そ
れぞれ馬によって高さが違いますが、大
体1ｍから1.5ｍほどの高さです。酒ぶね
の大きさは分かりませんが、非常に大き
な酒ぶねの中にある血が流れ出し、1ｍ
から1.5ｍ以上になり、どんどんあふれて
いきます。その血が1600スタディオン、
つまり約300kmの距離にまで及んでいき
ます。それが、エルサレムにあるケデロン
の谷からヨルダン国にあるボツラまでの
距離です。

第7のラッパが吹かれ、第3の災いの
「七つの鉢の災い」が始まる前に、「七つ
の勝利の布告」が記されています。それ
は、主のご再臨が近いこと、主と聖徒た
ちの勝利の確実性が知らされているとい
うことなのです。
ハレルヤ！

のない人々である。彼らは童貞なのであ
る｣、と書かれていますが、これは肉体的
に童貞なのか、霊的に童貞なのかが分か
りません。結婚は、神様によって備えら
れ、祝福されていますから、結婚が汚れ
ているわけはありません。コリント人への
手紙 第二11章2節で、「私はあなたがた
を、清純な処女として、ひとりの人の花
嫁に定め、キリストにささげることにした
からです」とパウロが言っているのは、結
婚をしないことではなく、霊的処女として
異端の信仰に関わらないようにと忠告し
ているのです。

次々と殉教者が出る大患難時代で、力
強く伝道をし続けることは命懸けです。こ
のような時代で、主の御働きを成し遂げ
るために霊的にも肉体的にも汚れのない、
独身の人々が選ばれているとも考えられ
ます。同じく4節では、「彼らは、小羊が
行く所には、どこにでもついて行く。彼ら
は、神および小羊にささげられる初穂と
して、人々の中から贖われたのである」と
言われています。彼らは、イエス様に忠
実に従う初穂として贖われています。14
万4千人というのは大きな団体です。彼
らが初穂ですから、この後、同じような
穂が大勢現れるという意味です。

第4の布告
「獣の刻印を受けた者」
黙示録14章9節から12節、「また、第

三の、別の御使いも、彼らに続いてやっ
て来て、大声で言った。『もし、だれでも、
獣とその像を拝み、自分の額か手かに刻
印を受けるなら、そのような者は、神の
怒りの杯に混ぜ物なしに注がれた神の怒
りのぶどう酒を飲む。また、聖なる御使
いたちと小羊との前で、火と硫黄とで苦
しめられる。そして、彼らの苦しみの煙は、
永遠にまでも立ち上る。獣とその像とを
拝む者、まただれでも獣の名の刻印を受
ける者は、昼も夜も休みを得ない。神の
戒めを守り、イエスに対する信仰を持ち
続ける聖徒たちの忍耐はここにある』」

第4の布告は、獣の刻印を受ける者は
再び神様の救いを受けるチャンスはない
ということです。9節と10節で、「獣とそ
の像を拝み、自分の額か手かに刻印を受
けるなら、そのような者は、神の怒りの
杯に混ぜ物なしに注がれた神の怒りのぶ
どう酒を飲む」のだと告げられます。獣の
刻印を受ける者は、自由意思によって獣
を拝み、サタンに従っている者です。「い
つの間にか獣の刻印を受けていた」などと
いうことはないでしょう。その様なことは
神様が許されません。
　獣の刻印を受けないと決心する者は、サ
タンや反キリストを拝まず、神への悪口を
言うこともしません。神様のあわれみと愛
によって、力を得て耐え忍ぶことができます。



God’s Plan. God’s Vision. God’s Dream.
マタイによる福音書　25章34節

(C)freebibleimages

09

08

思われます。
いよいよ、聖徒たちの祈りが答えられ、

神様が悪者に対して復讐をなさる時が来
ました。地のブドウの房が熟していると
いうのは、彼らの悪が天まで届き、神様
がソドムとゴモラを破壊されたように、反
キリストの世界統一国家を破壊される時
です。穀物の刈り取りは「救い」を表しま
すが、ブドウの刈り取りは「審判」を表し
ます。

19節で、「そこで御使いは地にかまを
入れ、地のぶどうを刈り集めて、神の激
しい怒りの大きな酒ぶねに投げ入れた」と、
酒ぶねでブドウを踏むように、悪人たち
が踏み潰される時が来ました。このよう
にして、神様は罰すべき者を罰せられる
お方です。

20節で、「その酒ぶねは都の外で踏ま
れた」のですが、そこはエルサレムの神殿
の丘と、オリーブ山との間にある、ケデ
ロンの谷のことです。

ケデロンの谷は、王の谷とも呼ばれて
います。アブラハムが戦いで勝利を得た
後、帰途でいと高き神の祭司メルキゼデ
クに出会った所が、王の谷であると記さ
れています（創14:17）。そして創世記14
章18節に、「シャレムの王メルキゼデク
はパンとぶどう酒を持って来た。彼はいと
高き神の祭司であった｣と記されています。
また、この谷はヨシャパテの谷とも呼ば
れています。

日本の人々が神に出会い
永遠の命を持つことができるように

万4千人の伝道師たちが歌っている声で
す。勝利をたたえる、喜びの叫びと言え
るでしょう。

3節で、「彼らは、御座の前と、四つの
生き物および長老たちの前とで、新しい
歌を歌った。しかし地上から贖われた十
四万四千人のほかには、だれもこの歌を
学ぶことができなかった」と言われていま
す。天の御座の前ですから、イスラエル
の民の中から特別に選ばれた14万4千
人が、天にいることを表しています。

大患難時代の伝道が終ったところで、
シオンに立っている14万4千人の伝道師
たちは、携挙のような形で天に到着して
いると考えられます。彼らの歌っている賛
美は、誰も歌うことのできない歌です。
異言のような歌かもしれません。

黙示録14章4節と5節、「彼らは女に
よって汚されたことのない人々である。彼
らは童貞なのである。彼らは、小羊が行
く所には、どこにでもついて行く。彼らは、
神および小羊にささげられる初穂として、
人々の中から贖われたのである。彼らの
口には偽りがなかった。彼らは傷のない
者である」

4節で、｢彼らは女によって汚されたこと

第1の布告
「イスラエルの伝道師の勝利」
黙示録14章1節、「また私は見た。見

よ。小羊がシオンの山の上に立っていた。
また小羊とともに十四万四千人の人たち
がいて、その額には小羊の名と、小羊の
父の名とがしるしてあった」

第1の布告では、黙示録7章で額に神
の印が押された14万4千人が大患難時
代の伝道を終えて、小羊であるキリストと
共にシオンの山に立っています。

黙示録14章2節と3節、「私は天から
の声を聞いた。大水の音のようで、また、
激しい雷鳴のようであった。また、私の
聞いたその声は、立琴をひく人々が立琴
をかき鳴らしている音のようでもあった。
彼らは、御座の前と、四つの生き物およ
び長老たちの前とで、新しい歌を歌った。
しかし地上から贖われた十四万四千人の
ほかには、だれもこの歌を学ぶことがで
きなかった」

2節で、「私は天からの声を聞いた。大
水の音のようで、また、激しい雷鳴のよ
うであった。また、私の聞いたその声は、
立琴をひく人々が立琴をかき鳴らしている
音のようでもあった」というこの声は、14

第5の布告
「主にあって死ぬ死者は幸い」
黙示録14章13節、「また私は、天か

らこう言っている声を聞いた。『書きしる
せ。「今から後、主にあって死ぬ死者は
幸いである。」』御霊も言われる。『しかり。
彼らはその労苦から解き放されて休むこ
とができる。彼らの行いは彼らについて
行くからである』」

第5の布告は、13節で「書きしるせ。
『今から後、主にあって死ぬ死者は幸いで
ある。』御霊も言われる」、とあります。聖
徒たちが次々と殺されている時、天から
のこの布告が、どれほどの慰めとなるこ
とでしょう。

同じく13節で、「彼らはその労苦から
解き放されて休むことができる。彼らの
行いは彼らについて行くからである」と励
まされています。毎日、反キリスト政権の
警察や軍などによって捕まるのではない
かと恐れて過ごす日々から解放され、神
様の御前に着き、休むことができるとい
う、この布告は聖徒たちに力強い忍耐を
与えることでしょう。

第6の布告
「救われた者を駆り集める」
黙示録14章14節から15節、「また、

私は見た。見よ。白い雲が起こり、その
雲に人の子のような方が乗っておられた。
頭には金の冠をかぶり、手には鋭いかま
を持っておられた。すると、もうひとりの
御使いが聖所から出て来て、雲に乗って
おられる方に向かって大声で叫んだ。『か
まを入れて刈り取ってください。地の穀物
は実ったので、取り入れる時が来ました
から』」

第6の布告は14節で、「私は見た。見
よ。白い雲が起こり、その雲に人の子の
ような方が乗っておられた。頭には金の
冠をかぶり、手には鋭いかまを持っておら
れた」とあります。頭に金の冠をかぶって
いる、人の子のような方は、多くの神学
者がイエス様のことであると述べています。

イエス様のかぶる冠は王の冠で、ギリ
シャ語では「ディアデマ」と言います。一
方、ギリシャ語の「ステファノス」とは、
キリストに忠実に仕えた者が頂く冠で、
勝利者を表します。ディアデマを持ってお
られるイエス様が、悪に勝利し、ステファ
ノスの冠を「勝利の印」としてかぶってい
らっしゃるのだという解釈もあります。黙
示録19章12節で、「その頭には多くの
王冠があって、ご自身のほかだれも知ら
ない名が書かれていた」と言われています
から、主なるイエス様は複数の冠を持っ
ておられます。

ボツラに隠れているイスラエルの民が、
民族的にイエス様を信じます。また、世
界中に残っているイスラエルの民が、メシ
ア王国でイスラエルの地に帰還して、団
体で主の御前にひれ伏します。5節では、

「彼らの口には偽りがなかった。彼らは傷
のない者である」と記されていますから、
彼らは霊的にも肉体的にも清い者です。
14万4千人を初穂とし、次々と同じよう
な団体が現れ、収穫されていきます。

第2の布告
「御使いの伝道」
黙示録14章6節と7節、「また私は、

もうひとりの御使いが中天を飛ぶのを見
た。彼は、地上に住む人々、すなわち、
あらゆる国民、部族、国語、民族に宣べ
伝えるために、永遠の福音を携えていた。
彼は大声で言った。『神を恐れ、神をあ
がめよ。神のさばきの時が来たからであ
る。天と地と海と水の源を創造した方を
拝め』」

6節で、「また私は、もうひとりの御使
いが中天を飛ぶのを見た。彼は、地上に
住む人々、すなわち、あらゆる国民、部
族、国語、民族に宣べ伝えるために、永
遠の福音を携えていた」と言われています。
神様は御使いを送って、御使いは中天を
飛びながら伝道しています。エルサレムで、
二人の証人が奇跡を起こし、福音を伝え、
その後、殺されましたが、神様は彼らを
復活させられました。世界中の人々の目
が、テレビやインターネット、スマート
フォンなどで二人の証人に釘付けとなりま
す。神様はまた、14万4千人を大患難時
代の期間守り通させ、伝道させました。
そして、神様側に付く最後のチャンスとして、

これは、聖徒たちに、偽の三位一体の
堕落と失敗を示すこと、最後の第3の災
いに起こる七つの鉢である災難が近づい
ていること、そして聖徒たちの忍耐を強
めるために、御国の到来に関する七つの
布告を行っています。

今回の黙示録の中で語られている聖徒
たちは、大患難時代の最初からいたイス
ラエルの民の14万4千人の伝道師たちで
はありません。今回出て来た人々は、ま
だ神の証印を押されていませんでしたが、
大患難時代に入ってからイエス様を信じ
て救われ、神の証印を押されて、無数の
殉教者たちとなっていった、「新しくイエ
ス・キリストを信じた人々」、また「新しく
イエス・キリストに救われたイスラエルの
民」たちなのです。

七つの布告
（新改訳第三版使用）

13章で反キリストと獣の刻印について
学びました。
ヨハネの黙示録（以下、黙示録）13章
16節、「また、小さい者にも、大きい者
にも、富んでいる者にも、貧しい者にも、
自由人にも、奴隷にも、すべての人々に
その右の手かその額かに、刻印を受けさ
せた」

そのような中でも、主に守られ、獣で
ある反キリストの刻印を受けずに隠れ通
すユダヤ人、異邦人がたくさんいます。
この時点では、まだ大患難時代は3年半
残っていますが、14章においてはメシア
王国（御国）の到来を布告しています。

第3の布告
「大バビロンは倒れた」
黙示録14章8節、「また、第二の、別

の御使いが続いてやって来て、言った。
『大バビロンは倒れた。倒れた。激しい
御怒りを引き起こすその不品行のぶどう
酒を、すべての国々の民に飲ませた者』」

第3の布告は、反キリストの経済本拠
地であるバビロンが倒れたことを告げて
います。現在の世界の経済本拠地は、
ニューヨークのウォール街です。反キリ
ストが立ち上がる時、世界の経済、世界
の宗教を一つにしようとする団体が出て
きます。それによって、さらに世界の宗
教を統一し、互いに尊敬し合い、どの宗
教も素晴らしいのだから、仲良く世界平
和をもたらしましょうといった状況が起こ
されます。恐らくバビロンがその本拠地
となっているでしょう。

そして、大患難時代の後半、宗教の本
拠地はエルサレムになります。しかし、
経済は変わらずバビロンにあると考えら
れます。これらの事は後に、黙示録17
章と18章で学びます。8節で、「激しい
御怒りを引き起こすその不品行のぶどう
酒を、すべての国々の民に飲ませた者」、
大バビロンと呼ばれる世界中を堕落させ
た者に、神様の激しい御怒りが注がれる
時です。

同じく黙示録14章14節で、「人の子の
ような方」について書かれています。また、
黙示録1章13節で、「足までたれた衣を
着て、胸に金の帯を締めた、人の子のよ
うな方が見えた」とも言われています。イ
エス・キリストが、大祭司のお姿で現れ
ておられます。

手に鋭いかまを持っているのは、イエ
ス様だと考えられます。鋭いかまは、穀
物を刈り取る時に使う道具です。15節で、

「すると、もうひとりの御使いが聖所から
出て来て、雲に乗っておられる方に向
かって大声で叫んだ。『かまを入れて刈り
取ってください。地の穀物は実ったので、
取り入れる時が来ましたから』」と、御使
いが神様のご臨在のある聖所から出てき
ています。神様からの勅令を受けて、最
後の刈り取りを布告しています。「地の穀
物が実った」と言っているのは、救われる
べき人々が、救いを受ける時が来たこと
を布告しています。

黙示録13章8節に、「地に住む者で、
ほふられた小羊のいのちの書に、世の初
めからその名の書きしるされていない者
はみな、彼を拝むようになる」と、小羊
のいのちの書に名が書き記されている者
は、最後までサタンや反キリストに心を
奪われることなく救われます。その人々
の救われる時が来ました。刈り取りの勝
利の時です。救われる人々を刈り取って
迎えておられるのは、主ご自身であると
思われます。

第7の布告
「罪人を刈り取る」
黙示録14章17節から20節、「また、

もうひとりの御使いが、天の聖所から出
て来たが、この御使いも、鋭いかまを
持っていた。すると、火を支配する権威
を持ったもうひとりの御使いが、祭壇か
ら出て来て、鋭いかまを持つ御使いに大
声で叫んで言った。『その鋭いかまを入れ、
地のぶどうのふさを刈り集めよ。ぶどうは
すでに熟しているのだから。』そこで御使
いは地にかまを入れ、地のぶどうを刈り
集めて、神の激しい怒りの大きな酒ぶね
に投げ入れた。その酒ぶねは都の外で踏
まれたが、血は、その酒ぶねから流れ出
て、馬のくつわに届くほどになり、千六
百スタディオンに広がった」

第7の布告は、17節で、「もうひとり
の御使いが、天の聖所から出て来たが、
この御使いも、鋭いかまを持っていた」と
いう、この鋭いかまを持っている者は主
ではなく御使いです。18節で、「すると、
火を支配する権威を持ったもうひとりの
御使いが、祭壇から出て来て、鋭いかま
を持つ御使いに大声で叫んで言った。『そ
の鋭いかまを入れ、地のぶどうのふさを
刈り集めよ。ぶどうはすでに熟しているの
だから』」と叫んでいます。祭壇の側で、
火を支配する権威を持っている御使いは、
黙示録8章に記されているように、聖徒
たちの祈りを香と共に神様の御前に送る
役割を持っている者と同様な御使いだと

中天で叫ぶ御使いをも送っておられます。
二人の証人のことを忘れていた人たち

も、14万4千人の伝道に耳を傾けなかっ
た人々も、御使いが中天で叫ぶ声に驚い
て耳を傾けるでしょう。あらゆる国民、部
族、国語、民族の救いのために、あの手
この手を尽くして、一人でも多くの人々が
救われるように、神様の愛がこの地に注
がれています。

7節で、「彼は大声で言った。『神を恐
れ、神をあがめよ。神のさばきの時が来
たからである。天と地と海と水の源を創
造した方を拝め』」と叫びました。サタン
と反キリストと偽預言者との「偽の三位一
体」が、あらゆる奇跡を行って人々を惑わ
している時、御使いは人々に、「創造主で
ある神様を信じるように」と中天で叫び続
けています。

2022年7月恵日
一般社団法人オメガ・ジャパン

代表 横田 聖子

主の尊い御名を賛美します。

先月は、栄子・スティーブンス先生の最愛なるご主人であるビル師を天に見送り、日本から皆様と共に、多くの

愛と祈りをアメリカのご家族やご友人、教会関係者の方々へお届けすることができましたことを心より厚く御礼申し

上げます。

人生は、出会いの連続です。人生の初めての出会いは、親との出会いです。育ててくれた人や恩師との出会いも

成長していくにつれて与えられ、そしてお世話になります。さらに、友人との出会い、恋人との出会い、伴侶との

出会いがあります。

そして、人生最高の出会いは、神との出会いではないでしょうか。今、このニュースレターをお読みいただいて

いる皆様も、これまで多くの出会い、そして別れがあったのではないかと思います。

私自身も、4年前に父を天に見送り、3年前に20年以上も恩師として慕い尊敬していた霊的メンターを見送り、

教会の神の家族では、40年以上お世話になった信仰の先輩方を見送りました。

別れは辛いものです。しかし、その辛さを希望と再会の喜びに変えるもの、それがみことばです。聖書のことば、

神のことばは生きています。そして、神のことばは、私たちを天の住まいへの憧れと確信を持って導く人生の道の

光です。

栄子・スティーブンス先生の使命は変わることなく、日本の人々が神に出会い、喜びに満たされ、神の子ども

として新しい永遠の命を持つ人々が多く起こされていくというビジョンが、より鮮明に与えられています。

聖書の預言は実現し続けています。神の愛は永遠に変わらない約束と、真実なことばとして伝え続けられていき

ます。オメガもキリストの御体の一部として、主が来られる日に備えて、これからも一歩一歩、日本の教会と日本

のすべての人に対して、お仕えしてまいります。

　

御使いはまた、水晶のように輝く、いのちの水の川を私に見せた。川は神と子羊の御座から出て、都の大通りの

中央を流れていた。こちら側にも、あちら側にも、十二の実をならせるいのちの木があって、毎月一つの実を

結んでいた。その木の葉は諸国の民を癒やした。もはや、のろわれるものは何もない。神と子羊の御座が都の中に

あり、神のしもべたちは神に仕え、御顔を仰ぎ見る。また、彼らの額には神の御名が記されている。もはや夜がない。

神である主が彼らを照らされるので、ともしびの光も太陽の光もいらない。彼らは世々限りなく王として治める。

ヨハネの黙示録22章1～ 5節

ヨエル書3章2節、「わたしはすべての
国民を集め、彼らをヨシャパテの谷に連
れ下り、その所で、彼らがわたしの民、
わたしのゆずりの地イスラエルにしたこと
で彼らをさばく。彼らはわたしの民を諸
国の民の間に散らし、わたしの地を自分
たちの間で分け取ったからだ」

このヨエル書3章2節の預言の箇所は、
大患難時代の後半のことです。ここで、
エルサレムのオリーブ山と神殿の丘との
間にあるケデロンの谷で、反キリストに
付くすべての軍隊が集められます。

反キリストの軍隊は、イスラエルの民
を抹殺しようとエルサレムとボツラに召集
されます。このエルサレムにあるケデロン
の谷で裁きが行われます。彼らが裁かれ
る理由は、「わたしの民を諸国の民の間
に散らし、わたしの地を自分たちの間で
分け取ったからだ」ということです。イス
ラエルの民を世界離散させ、約束の地を
異邦人が取り上げたからです。

裁きの根源は、イスラエルと約束の地
に関連しています。そして現在は、およそ
1900年ぶりに約束の地に戻ったイスラエ
ルの民を、いかにして抹殺させようかと、
あの手この手で攻撃しています。何とか
再離散させたいと周辺諸国はざわめき、
世界中がマスコミにそそのかされて、そ
の状況に加わっているのです。イスラエル
を再離散させることが出来れば、再び約
束の地に戻るためには千年や千五百年も
の年月がかかります。そうして延 と々時間
稼ぎをしたいというのがサタンの願いであ
り策略です。

このことが、ケデロンの谷で行われる
裁きの時です。

羊と山羊の裁き
マタイの福音書25章32節から34節、

「そして、すべての国々の民が、その御前

に集められます。彼は、羊飼いが羊と山
羊とを分けるように、彼らをより分け、羊
を自分の右に、山羊を左に置きます。そ
うして、王は、その右にいる者たちに言
います。『さあ、わたしの父に祝福された
人たち。世の初めから、あなたがたのた
めに備えられた御国を継ぎなさい」

裁きの時に、イスラエルの敵側に付い
た人々は罰せられます。主は32節で、

「羊飼いが羊と山羊とを分けるように、彼
らをより分け」羊に選ばれた人々を右側に
置き、34節で、「わたしの父に祝福され
た人たち。世の初めから、あなたがたの
ために備えられた御国を継ぎなさい」と祝
福を受けました。その理由は、マタイの
福音書25章35節から40節に記されてい
ます。「世の初めから、あなたがたのため
に備えられた御国を継ぎなさい」と言われ
ていますから、彼らの名は「小羊のいのち
の書」に記されていた人々です。

40節で、「『まことに、あなたがたに告
げます。あなたがたが、これらのわたし
の兄弟たち、しかも最も小さい者たちの
ひとりにしたのは、わたしにしたのです』」
と、イスラエルの民が苦しんでいる時、
彼らに水一杯でも与えた者は、永遠の祝
福を受けます。

25章45節では、左側に置かれた山羊
に選ばれた悪い者たちに、「まことに、お
まえたちに告げます。おまえたちが、こ
の最も小さい者たちのひとりにしなかった

のは、わたしにしなかったのです」と言わ
れました。イエス様によって山羊に選ば
れた者たちが裁かれ、彼らは永遠の刑罰
に送られます。イスラエルの民を襲う山
羊である者たちの受ける刑罰の理由は、
イエス様の兄弟であるイスラエルの民に
悪事を働き、イスラエルの民が絶体絶命
の危機を通っている中でも助けることをし
なかったことが原因です。

黙示録14章20節で、「血は、その酒
ぶねから流れ出て、馬のくつわに届くほ
どになり、千六百スタディオンに広がっ
た」と書かれています。馬のくつわは、そ
れぞれ馬によって高さが違いますが、大
体1ｍから1.5ｍほどの高さです。酒ぶね
の大きさは分かりませんが、非常に大き
な酒ぶねの中にある血が流れ出し、1ｍ
から1.5ｍ以上になり、どんどんあふれて
いきます。その血が1600スタディオン、
つまり約300kmの距離にまで及んでいき
ます。それが、エルサレムにあるケデロン
の谷からヨルダン国にあるボツラまでの
距離です。

第7のラッパが吹かれ、第3の災いの
「七つの鉢の災い」が始まる前に、「七つ
の勝利の布告」が記されています。それ
は、主のご再臨が近いこと、主と聖徒た
ちの勝利の確実性が知らされているとい
うことなのです。
ハレルヤ！

のない人々である。彼らは童貞なのであ
る｣、と書かれていますが、これは肉体的
に童貞なのか、霊的に童貞なのかが分か
りません。結婚は、神様によって備えら
れ、祝福されていますから、結婚が汚れ
ているわけはありません。コリント人への
手紙 第二11章2節で、「私はあなたがた
を、清純な処女として、ひとりの人の花
嫁に定め、キリストにささげることにした
からです」とパウロが言っているのは、結
婚をしないことではなく、霊的処女として
異端の信仰に関わらないようにと忠告し
ているのです。

次々と殉教者が出る大患難時代で、力
強く伝道をし続けることは命懸けです。こ
のような時代で、主の御働きを成し遂げ
るために霊的にも肉体的にも汚れのない、
独身の人々が選ばれているとも考えられ
ます。同じく4節では、「彼らは、小羊が
行く所には、どこにでもついて行く。彼ら
は、神および小羊にささげられる初穂と
して、人々の中から贖われたのである」と
言われています。彼らは、イエス様に忠
実に従う初穂として贖われています。14
万4千人というのは大きな団体です。彼
らが初穂ですから、この後、同じような
穂が大勢現れるという意味です。

さあ、わたしの父に祝福された人たち。
世の初めから、あなたがたのために備えられた御国を継ぎなさい

第4の布告
「獣の刻印を受けた者」
黙示録14章9節から12節、「また、第
三の、別の御使いも、彼らに続いてやっ
て来て、大声で言った。『もし、だれでも、
獣とその像を拝み、自分の額か手かに刻
印を受けるなら、そのような者は、神の
怒りの杯に混ぜ物なしに注がれた神の怒
りのぶどう酒を飲む。また、聖なる御使
いたちと小羊との前で、火と硫黄とで苦
しめられる。そして、彼らの苦しみの煙は、
永遠にまでも立ち上る。獣とその像とを
拝む者、まただれでも獣の名の刻印を受
ける者は、昼も夜も休みを得ない。神の
戒めを守り、イエスに対する信仰を持ち
続ける聖徒たちの忍耐はここにある』」

第4の布告は、獣の刻印を受ける者は
再び神様の救いを受けるチャンスはない
ということです。9節と10節で、「獣とそ
の像を拝み、自分の額か手かに刻印を受
けるなら、そのような者は、神の怒りの
杯に混ぜ物なしに注がれた神の怒りのぶ
どう酒を飲む」のだと告げられます。獣の
刻印を受ける者は、自由意思によって獣
を拝み、サタンに従っている者です。「い
つの間にか獣の刻印を受けていた」などと
いうことはないでしょう。その様なことは
神様が許されません。
　獣の刻印を受けないと決心する者は、サ
タンや反キリストを拝まず、神への悪口を
言うこともしません。神様のあわれみと愛
によって、力を得て耐え忍ぶことができます。



God’s Plan. God’s Vision. God’s Dream.
マタイによる福音書　25章34節
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思われます。
いよいよ、聖徒たちの祈りが答えられ、

神様が悪者に対して復讐をなさる時が来
ました。地のブドウの房が熟していると
いうのは、彼らの悪が天まで届き、神様
がソドムとゴモラを破壊されたように、反
キリストの世界統一国家を破壊される時
です。穀物の刈り取りは「救い」を表しま
すが、ブドウの刈り取りは「審判」を表し
ます。

19節で、「そこで御使いは地にかまを
入れ、地のぶどうを刈り集めて、神の激
しい怒りの大きな酒ぶねに投げ入れた」と、
酒ぶねでブドウを踏むように、悪人たち
が踏み潰される時が来ました。このよう
にして、神様は罰すべき者を罰せられる
お方です。

20節で、「その酒ぶねは都の外で踏ま
れた」のですが、そこはエルサレムの神殿
の丘と、オリーブ山との間にある、ケデ
ロンの谷のことです。

ケデロンの谷は、王の谷とも呼ばれて
います。アブラハムが戦いで勝利を得た
後、帰途でいと高き神の祭司メルキゼデ
クに出会った所が、王の谷であると記さ
れています（創14:17）。そして創世記14
章18節に、「シャレムの王メルキゼデク
はパンとぶどう酒を持って来た。彼はいと
高き神の祭司であった｣と記されています。
また、この谷はヨシャパテの谷とも呼ば
れています。

日本の人々が神に出会い
永遠の命を持つことができるように

万4千人の伝道師たちが歌っている声で
す。勝利をたたえる、喜びの叫びと言え
るでしょう。

3節で、「彼らは、御座の前と、四つの
生き物および長老たちの前とで、新しい
歌を歌った。しかし地上から贖われた十
四万四千人のほかには、だれもこの歌を
学ぶことができなかった」と言われていま
す。天の御座の前ですから、イスラエル
の民の中から特別に選ばれた14万4千
人が、天にいることを表しています。

大患難時代の伝道が終ったところで、
シオンに立っている14万4千人の伝道師
たちは、携挙のような形で天に到着して
いると考えられます。彼らの歌っている賛
美は、誰も歌うことのできない歌です。
異言のような歌かもしれません。

黙示録14章4節と5節、「彼らは女に
よって汚されたことのない人々である。彼
らは童貞なのである。彼らは、小羊が行
く所には、どこにでもついて行く。彼らは、
神および小羊にささげられる初穂として、
人々の中から贖われたのである。彼らの
口には偽りがなかった。彼らは傷のない
者である」

4節で、｢彼らは女によって汚されたこと

第1の布告
「イスラエルの伝道師の勝利」
黙示録14章1節、「また私は見た。見

よ。小羊がシオンの山の上に立っていた。
また小羊とともに十四万四千人の人たち
がいて、その額には小羊の名と、小羊の
父の名とがしるしてあった」

第1の布告では、黙示録7章で額に神
の印が押された14万4千人が大患難時
代の伝道を終えて、小羊であるキリストと
共にシオンの山に立っています。

黙示録14章2節と3節、「私は天から
の声を聞いた。大水の音のようで、また、
激しい雷鳴のようであった。また、私の
聞いたその声は、立琴をひく人々が立琴
をかき鳴らしている音のようでもあった。
彼らは、御座の前と、四つの生き物およ
び長老たちの前とで、新しい歌を歌った。
しかし地上から贖われた十四万四千人の
ほかには、だれもこの歌を学ぶことがで
きなかった」

2節で、「私は天からの声を聞いた。大
水の音のようで、また、激しい雷鳴のよ
うであった。また、私の聞いたその声は、
立琴をひく人々が立琴をかき鳴らしている
音のようでもあった」というこの声は、14

第5の布告
「主にあって死ぬ死者は幸い」
黙示録14章13節、「また私は、天か

らこう言っている声を聞いた。『書きしる
せ。「今から後、主にあって死ぬ死者は
幸いである。」』御霊も言われる。『しかり。
彼らはその労苦から解き放されて休むこ
とができる。彼らの行いは彼らについて
行くからである』」

第5の布告は、13節で「書きしるせ。
『今から後、主にあって死ぬ死者は幸いで
ある。』御霊も言われる」、とあります。聖
徒たちが次々と殺されている時、天から
のこの布告が、どれほどの慰めとなるこ
とでしょう。

同じく13節で、「彼らはその労苦から
解き放されて休むことができる。彼らの
行いは彼らについて行くからである」と励
まされています。毎日、反キリスト政権の
警察や軍などによって捕まるのではない
かと恐れて過ごす日々から解放され、神
様の御前に着き、休むことができるとい
う、この布告は聖徒たちに力強い忍耐を
与えることでしょう。

第6の布告
「救われた者を駆り集める」
黙示録14章14節から15節、「また、
私は見た。見よ。白い雲が起こり、その
雲に人の子のような方が乗っておられた。
頭には金の冠をかぶり、手には鋭いかま
を持っておられた。すると、もうひとりの
御使いが聖所から出て来て、雲に乗って
おられる方に向かって大声で叫んだ。『か
まを入れて刈り取ってください。地の穀物
は実ったので、取り入れる時が来ました
から』」

第6の布告は14節で、「私は見た。見
よ。白い雲が起こり、その雲に人の子の
ような方が乗っておられた。頭には金の
冠をかぶり、手には鋭いかまを持っておら
れた」とあります。頭に金の冠をかぶって
いる、人の子のような方は、多くの神学
者がイエス様のことであると述べています。

イエス様のかぶる冠は王の冠で、ギリ
シャ語では「ディアデマ」と言います。一
方、ギリシャ語の「ステファノス」とは、
キリストに忠実に仕えた者が頂く冠で、
勝利者を表します。ディアデマを持ってお
られるイエス様が、悪に勝利し、ステファ
ノスの冠を「勝利の印」としてかぶってい
らっしゃるのだという解釈もあります。黙
示録19章12節で、「その頭には多くの
王冠があって、ご自身のほかだれも知ら
ない名が書かれていた」と言われています
から、主なるイエス様は複数の冠を持っ
ておられます。

ボツラに隠れているイスラエルの民が、
民族的にイエス様を信じます。また、世
界中に残っているイスラエルの民が、メシ
ア王国でイスラエルの地に帰還して、団
体で主の御前にひれ伏します。5節では、

「彼らの口には偽りがなかった。彼らは傷
のない者である」と記されていますから、
彼らは霊的にも肉体的にも清い者です。
14万4千人を初穂とし、次々と同じよう
な団体が現れ、収穫されていきます。

第2の布告
「御使いの伝道」
黙示録14章6節と7節、「また私は、

もうひとりの御使いが中天を飛ぶのを見
た。彼は、地上に住む人々、すなわち、
あらゆる国民、部族、国語、民族に宣べ
伝えるために、永遠の福音を携えていた。
彼は大声で言った。『神を恐れ、神をあ
がめよ。神のさばきの時が来たからであ
る。天と地と海と水の源を創造した方を
拝め』」

6節で、「また私は、もうひとりの御使
いが中天を飛ぶのを見た。彼は、地上に
住む人々、すなわち、あらゆる国民、部
族、国語、民族に宣べ伝えるために、永
遠の福音を携えていた」と言われています。
神様は御使いを送って、御使いは中天を
飛びながら伝道しています。エルサレムで、
二人の証人が奇跡を起こし、福音を伝え、
その後、殺されましたが、神様は彼らを
復活させられました。世界中の人々の目
が、テレビやインターネット、スマート
フォンなどで二人の証人に釘付けとなりま
す。神様はまた、14万4千人を大患難時
代の期間守り通させ、伝道させました。
そして、神様側に付く最後のチャンスとして、

これは、聖徒たちに、偽の三位一体の
堕落と失敗を示すこと、最後の第3の災
いに起こる七つの鉢である災難が近づい
ていること、そして聖徒たちの忍耐を強
めるために、御国の到来に関する七つの
布告を行っています。

今回の黙示録の中で語られている聖徒
たちは、大患難時代の最初からいたイス
ラエルの民の14万4千人の伝道師たちで
はありません。今回出て来た人々は、ま
だ神の証印を押されていませんでしたが、
大患難時代に入ってからイエス様を信じ
て救われ、神の証印を押されて、無数の
殉教者たちとなっていった、「新しくイエ
ス・キリストを信じた人々」、また「新しく
イエス・キリストに救われたイスラエルの
民」たちなのです。

七つの布告
（新改訳第三版使用）

13章で反キリストと獣の刻印について
学びました。
ヨハネの黙示録（以下、黙示録）13章
16節、「また、小さい者にも、大きい者
にも、富んでいる者にも、貧しい者にも、
自由人にも、奴隷にも、すべての人々に
その右の手かその額かに、刻印を受けさ
せた」

そのような中でも、主に守られ、獣で
ある反キリストの刻印を受けずに隠れ通
すユダヤ人、異邦人がたくさんいます。
この時点では、まだ大患難時代は3年半
残っていますが、14章においてはメシア
王国（御国）の到来を布告しています。

第3の布告
「大バビロンは倒れた」
黙示録14章8節、「また、第二の、別

の御使いが続いてやって来て、言った。
『大バビロンは倒れた。倒れた。激しい
御怒りを引き起こすその不品行のぶどう
酒を、すべての国々の民に飲ませた者』」

第3の布告は、反キリストの経済本拠
地であるバビロンが倒れたことを告げて
います。現在の世界の経済本拠地は、
ニューヨークのウォール街です。反キリ
ストが立ち上がる時、世界の経済、世界
の宗教を一つにしようとする団体が出て
きます。それによって、さらに世界の宗
教を統一し、互いに尊敬し合い、どの宗
教も素晴らしいのだから、仲良く世界平
和をもたらしましょうといった状況が起こ
されます。恐らくバビロンがその本拠地
となっているでしょう。

そして、大患難時代の後半、宗教の本
拠地はエルサレムになります。しかし、
経済は変わらずバビロンにあると考えら
れます。これらの事は後に、黙示録17
章と18章で学びます。8節で、「激しい
御怒りを引き起こすその不品行のぶどう
酒を、すべての国々の民に飲ませた者」、
大バビロンと呼ばれる世界中を堕落させ
た者に、神様の激しい御怒りが注がれる
時です。

同じく黙示録14章14節で、「人の子の
ような方」について書かれています。また、
黙示録1章13節で、「足までたれた衣を
着て、胸に金の帯を締めた、人の子のよ
うな方が見えた」とも言われています。イ
エス・キリストが、大祭司のお姿で現れ
ておられます。

手に鋭いかまを持っているのは、イエ
ス様だと考えられます。鋭いかまは、穀
物を刈り取る時に使う道具です。15節で、

「すると、もうひとりの御使いが聖所から
出て来て、雲に乗っておられる方に向
かって大声で叫んだ。『かまを入れて刈り
取ってください。地の穀物は実ったので、
取り入れる時が来ましたから』」と、御使
いが神様のご臨在のある聖所から出てき
ています。神様からの勅令を受けて、最
後の刈り取りを布告しています。「地の穀
物が実った」と言っているのは、救われる
べき人々が、救いを受ける時が来たこと
を布告しています。

黙示録13章8節に、「地に住む者で、
ほふられた小羊のいのちの書に、世の初
めからその名の書きしるされていない者
はみな、彼を拝むようになる」と、小羊
のいのちの書に名が書き記されている者
は、最後までサタンや反キリストに心を
奪われることなく救われます。その人々
の救われる時が来ました。刈り取りの勝
利の時です。救われる人々を刈り取って
迎えておられるのは、主ご自身であると
思われます。

第7の布告
「罪人を刈り取る」
黙示録14章17節から20節、「また、

もうひとりの御使いが、天の聖所から出
て来たが、この御使いも、鋭いかまを
持っていた。すると、火を支配する権威
を持ったもうひとりの御使いが、祭壇か
ら出て来て、鋭いかまを持つ御使いに大
声で叫んで言った。『その鋭いかまを入れ、
地のぶどうのふさを刈り集めよ。ぶどうは
すでに熟しているのだから。』そこで御使
いは地にかまを入れ、地のぶどうを刈り
集めて、神の激しい怒りの大きな酒ぶね
に投げ入れた。その酒ぶねは都の外で踏
まれたが、血は、その酒ぶねから流れ出
て、馬のくつわに届くほどになり、千六
百スタディオンに広がった」

第7の布告は、17節で、「もうひとり
の御使いが、天の聖所から出て来たが、
この御使いも、鋭いかまを持っていた」と
いう、この鋭いかまを持っている者は主
ではなく御使いです。18節で、「すると、
火を支配する権威を持ったもうひとりの
御使いが、祭壇から出て来て、鋭いかま
を持つ御使いに大声で叫んで言った。『そ
の鋭いかまを入れ、地のぶどうのふさを
刈り集めよ。ぶどうはすでに熟しているの
だから』」と叫んでいます。祭壇の側で、
火を支配する権威を持っている御使いは、
黙示録8章に記されているように、聖徒
たちの祈りを香と共に神様の御前に送る
役割を持っている者と同様な御使いだと

中天で叫ぶ御使いをも送っておられます。
二人の証人のことを忘れていた人たち

も、14万4千人の伝道に耳を傾けなかっ
た人々も、御使いが中天で叫ぶ声に驚い
て耳を傾けるでしょう。あらゆる国民、部
族、国語、民族の救いのために、あの手
この手を尽くして、一人でも多くの人々が
救われるように、神様の愛がこの地に注
がれています。

7節で、「彼は大声で言った。『神を恐
れ、神をあがめよ。神のさばきの時が来
たからである。天と地と海と水の源を創
造した方を拝め』」と叫びました。サタン
と反キリストと偽預言者との「偽の三位一
体」が、あらゆる奇跡を行って人々を惑わ
している時、御使いは人々に、「創造主で
ある神様を信じるように」と中天で叫び続
けています。

2022年7月恵日
一般社団法人オメガ・ジャパン

代表 横田 聖子

主の尊い御名を賛美します。

先月は、栄子・スティーブンス先生の最愛なるご主人であるビル師を天に見送り、日本から皆様と共に、多くの

愛と祈りをアメリカのご家族やご友人、教会関係者の方々へお届けすることができましたことを心より厚く御礼申し

上げます。

人生は、出会いの連続です。人生の初めての出会いは、親との出会いです。育ててくれた人や恩師との出会いも

成長していくにつれて与えられ、そしてお世話になります。さらに、友人との出会い、恋人との出会い、伴侶との

出会いがあります。

そして、人生最高の出会いは、神との出会いではないでしょうか。今、このニュースレターをお読みいただいて

いる皆様も、これまで多くの出会い、そして別れがあったのではないかと思います。

私自身も、4年前に父を天に見送り、3年前に20年以上も恩師として慕い尊敬していた霊的メンターを見送り、

教会の神の家族では、40年以上お世話になった信仰の先輩方を見送りました。

別れは辛いものです。しかし、その辛さを希望と再会の喜びに変えるもの、それがみことばです。聖書のことば、

神のことばは生きています。そして、神のことばは、私たちを天の住まいへの憧れと確信を持って導く人生の道の

光です。

栄子・スティーブンス先生の使命は変わることなく、日本の人々が神に出会い、喜びに満たされ、神の子ども

として新しい永遠の命を持つ人々が多く起こされていくというビジョンが、より鮮明に与えられています。

聖書の預言は実現し続けています。神の愛は永遠に変わらない約束と、真実なことばとして伝え続けられていき

ます。オメガもキリストの御体の一部として、主が来られる日に備えて、これからも一歩一歩、日本の教会と日本

のすべての人に対して、お仕えしてまいります。

　

御使いはまた、水晶のように輝く、いのちの水の川を私に見せた。川は神と子羊の御座から出て、都の大通りの

中央を流れていた。こちら側にも、あちら側にも、十二の実をならせるいのちの木があって、毎月一つの実を
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ハレルヤ！
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ビル先生、ありがとうございました。
天での再会を楽しみに。

輪嶋 東太郎

感謝と追悼。

ヴォイス・ファクトリイ株式会社代表
音楽プロデューサー

すでにご存知の通り5月末日、栄子・スティーブンス先生のご主人様であるビル・スティーブンス氏が天に

召されました。

　

神様に仕え、BFPを通じ世界中から帰還するユダヤ人に対する人道支援を続けながら、栄子先生の使命を

深くご理解され、完全・完璧なる同労者として地上生涯を歩き尽くされたビル先生。その人生に、そしてそれを

与えられた主に、心から感謝せずにはいられません。

自らが重い病の中にありながら「君の使命を果たしておいで、僕は一人で留守番できるから」と栄子先生を

日本に送り続けてくださった、その日本に対する献身的な信仰がなければ、『シャロームイスラエルSeasonⅡ』を

始め、栄子先生を通して主が日本になさろうとされた多くのご計画を進めることはできませんでした。日本人として

お礼の言葉を探すことさえ難しく、ただだだ、心から感謝を捧げます。

氏の召天をお知らせくださったオメガ・ジャパンの特別配信号の冒頭にあった「ビル先生が天にお住まいを

移された」というメッセージ。

それを読んだ時、私はまだ幼かった娘が数年前に見せてくれたシーンを思い出しながら、神の子とされた

私たちクリスチャンの、計り知れない祝福と平安の中にしばらく浸っていました。

知り合いの方が召され、その葬儀に参加する時のこと。まだ会話が、たどたどしかった娘でしたが、彼女の

一番お気に入りのドレスを着ていく、と言うのです。「おじちゃん、天国に引っ越すんでしょう⁉ パーティーじゃ

ないの？」

私はその時、ハッとして、心の中でアーメン、と叫んだことを覚えています。

そして今回オメガ・ジャパンからお送りいただいたメッセージを受け取った時、再びあの時以来の、全身が

言葉にならない幸福感に包まれたのでした。

そう、天に引っ越しされたんだ…そこには、私も、私の愛する人も、みんな行くんだ…。

改めて「自分事」として、そう受け取ることができたのかもしれません。心底、細胞レベルでそのように確信

できたのも「聖書で神がお約束してくださっていることは絶対なのだ」、そう受け取ることのできる自分になったから

に他ありません。栄子先生との学びがあったからこそ…。

この地上で、ビル先生に直接お目にかかる機会は一度もありませんでした。しかし今、私はビル先生に必ず

お会いする時が来ることをどこかで知っていて、その日が楽しみで仕方ないのです。なぜなら、神の約束である

聖書預言を受け取った者同士が行く所は、必ず同じであると確信しているからです。これこそ、人智をはるかに

超えた「神からの恵み」以外の何なのでしょうか。大声で「ハレルヤー」と叫びたい気持ちです。

これまで世界中を駆け回って来られた栄子先生を日本から遠ざけて、アメリカに縛っていたかのように感じられた

コロナによるこの3年。しかしその期間は「愛するエイコが、心置きなくプリンスチャーミングであるビルの側でたっ

ぷり時間が取れるように」された、「すべてを益とされる」神のご配慮であったのだ…そのことを思い、今私は、

主の御愛の大きさ、深さ、そして細やかさに胸が震える思いです。

娘が生まれた時「命が一つこの地球に送られたということは、その前と後では、地球自体が、もはや昨日まで

とは同じものでなくなっている…」、そう感じたものです。そして今回、「神の子が一人、天に戻ると、天界は

昨日までとはまた違っているんだ…」、突然そう思わされました、いやビル先生に感じさせていただいたのです。

それは一種、雷に打たれたような感覚でした。

世界は、そして日本はコロナと共生しながら進む方向に舵を切りました。いよいよ来ようとしている日本のリバイ

バルに向けて、栄子先生を通して主がますます多くをなされる「時」が到来したのだ、私は今深くそのことを

全身で受け止めています。

この欄で度々皆さんにお祈りをお願いしてまいりました、栄子先生による「聖書預言」に関する著書の出版が、

ビル先生の召天と時を同じくして、当初の私たちの「つもり」よりも大きなスケールで動き出したことも、決して

偶然ではないと、真摯に受け止めずにはいられません。

多くの方々の祈りと共に、この終わりの時に、私たちの日本に、備え主であられる神様が備えてくださるリバイ

バルのために、栄子先生の命が使い尽くされることを祈り、これからも、皆さんと共に歩き続けて行きたい…。

それこそが、ビル先生にお会いする時に、地上からの一番のお土産になる、私はそう信じて、イエス様のお側に

いらっしゃるビル先生との再会を待ち望みながら、私もこの地上生涯を主のために全うしたい、という願いを改めて

深くしています。

ビル先生との地上でのお別れを迎えられた、栄子先生とご家族の皆様に、癒やし主である主が大いなる

心の平安をお与えくださることを祈りつつ。

日本CGNTVの『シャロームイスラエルSeasonⅡ』第10話
ビル＆栄子・スティーブンス師ご夫妻の証しが収録されています。

※『シャロームイスラエル SeasonⅡ』第10話「ビル先生の証し」を感謝と追悼として、番組制作関係者と共にお捧げいたします。 

日本シリーズ　シャロームニッポン　
栄子・スティーブンス師と輪嶋東太郎氏の対談は
次号より再開いたします。

ニッポン
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大好評！！
『シャロームイスラエルSeasonⅡ』（全20話）

　　

「シャロームイスラエルシーズン2」で検索
ご視聴はCGNTV、YouTube共に　　

シャロームイスラエルシーズン2

『シャロームイスラエルⅠ』（全40話）のDVDも好評発売中！

ゆうちょ 00900-7-313674 ／ 三菱UFJ 玉造支店（普）0125795 ／ 三井住友 玉造支店（普）6695584

2022年下半期、オメガの活動が主の喜びとなり実を結び
ますように。
・オメガ出版スペシャルの第1弾と第2弾と覚えて
2022年、神のマスタープランプロジェクト「神のことばは生きて
いる！」をテーマに、スペシャル教材出版に向けて、最終の準備を
しております。すべての必要が満たされ、編集作業とすべての工程
の上に、主の守りと油注ぎがありますようお祈りください。
・栄子・スティーブンス師による「オメガ・バイブル・セミナー～マ
スタークラス～」の準備に入りました。すべての必要が満たされ、
今後、激動する世界情勢の中で、神の愛を軸に聖書のことばが
生きて働きますように。教会の強固な土台づくりにお仕えすること
ができますように。

主イエスの恵みが、すべての者とともにありますように。　ヨハネの黙示録22章21節

2022年 主題聖句

主の喜びとなり実を結ぶ

オメガ活動ビジョン

神のマスタープランプロジェクト

1
祈りの課題 2

栄子・スティーブンス師とアメリカのご家族と
教会を覚えて
尊いお祈りをありがとうございます。皆様の愛と祈りが一つとされ、
アメリカでのご葬儀のすべてが主の栄光と臨在に包まれました。
栄子師はこれからも主から頂いた使命を全うし、来るべき日本の
大いなる救いと聖霊の恵みの時に備えて、主の道を歩む再献身を
表明されました。引き続き、栄子師とご家族、アメリカの教会や
ご友人の上に、主の愛と平安が豊かにありますようお祈りください。

Contents

09 横田 聖子

日本の人 が々神に出会い永遠の命を持つことができるように

02 栄子・スティーブンス

祝福の旅立ち
03 栄子・スティーブンス

御国の到来までの「七つの布告」
Voice From Revelation　黙示録シリーズVol.25　未来の預言―その17

輪嶋 東太郎氏

感謝と追悼。
ビル先生、ありがとうございました。天での再会を楽しみに。

10
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n°
─  聖 書 は 預 言 書 で あ ることを 日 本 人 が 知 るように  ─  

オメガご支援者様へ　いつも神の国を共に求め、共に主にお仕えできますことを心より感謝申し上げます。
　　　　　　　　　　2021年度会計報告書を別途発送させていただきます。心からの感謝を込めてお送りいたします。ご査収のほどよろしくお願いいたします。在主

ケトゥーバ：古代から現代まで結婚に不可欠なユダヤ教の結婚契約書

オンライン形式　内容・費用・回数などオメガスタッフがご相談に応じます。

対面形式　オメガ・マスタークラス開催予定地　日本・イスラエル・ほか
　　　　　コーディネーター 輪嶋東太郎氏

主イエスの恵みが、すべての者とともにありますように。　ヨハネの黙示録22章21節

2022年 主題聖句

主の喜びとなり実を結ぶ

オメガ活動ビジョン

神のマスタープランプロジェクト2022
2022オメガ出版

「神のことばは生きている！」
いよいよスペシャル教材予約注文受付開始！

第1弾

「ユダヤ式婚礼と日本の教会の関係
  ～イスラエル七つの例祭からの考察～」

著者 
栄子・スティーブンス
A5（フルカラー）
全約80頁

定価1,650円（税込） 特別価格1,260円（税込）

一冊1,100円（税込）10冊以上まとめて
ご注文の場合 （10冊 11,000円（税込））

いよいよ！
事前予約

申込み
受付開始！

第2弾

栄子・スティーブンスによる
「ヨハネの黙示録1日1章」

4枚入CD　5セット　全20枚予定

予約受付は
8月ごろの

予定

オメガバイブルセミナー  
栄子・スティーブンス

難解と言われるヨハネの黙示録を軸に旧約聖書から新約聖書までの
関連性をつかみ、さらに、過去、現在、未来の聖書預言に基づき、神の愛の
大きさ、深さ、高さ、長さを知るための本質的な聖書の学びを目指します。

栄子先生との質疑応答形式による個人やグループ・団体や教会の
ニーズに合わせた新しいスタイルの分かりやすい終末論関連セミナー。
いよいよスタートです。まずはお気軽にお問い合わせください。

2022年下半期、オメガの活動が主の喜びとなり実を結びますように。
・オメガ出版スペシャルの第1弾と第2弾と覚えて
2022年、神のマスタープランプロジェクト「神のことばは生きている！」をテーマに、
スペシャル教材出版に向けて、最終の準備をしております。すべての必要が満たされ、
編集作業とすべての工程の上に、主の守りと油注ぎがありますようお祈りください。
・栄子・スティーブンス師による「オメガ・バイブル・セミナー～マスタークラス～」の
準備に入りました。すべての必要が満たされ、今後、激動する世界情勢の中で、神の愛
を軸に聖書のことばが生きて働きますように。教会の強固な土台づくりにお仕えする
ことができますように。

1
祈りの課題 2

栄子・スティーブンス師とアメリカのご家族と教会を覚えて
尊いお祈りをありがとうございます。皆様の愛と祈りが一つとされ、アメリカ
でのご葬儀のすべてが主の栄光と臨在に包まれました。栄子師はこれから
も主から頂いた使命を全うし、来るべき日本の大いなる救いと聖霊の恵み
の時に備えて、主の道を歩む再献身を表明されました。引き続き、栄子師と
ご家族、アメリカの教会やご友人の上に、主の愛と平安が豊かにありますよう
お祈りください。

オメガご支援者様へ　いつも神の国を共に求め、共に主にお仕えできますことを心より感謝申し上げます。
　　　　　　　　　　2021年度会計報告書を別途発送させていただきます。心からの感謝を込めてお送りいたします。ご査収のほどよろしくお願いいたします。在主

祈りの指針として終末時代について学ぶ分かりやすいオメガ出版の教材をどうぞご活用ください。
TEL・FAX　06-6777-2117
オメガ出版オンラインショップ　https://omega.or.jp/shuppan/　

事前申込みやお問い合わせ、相談窓口
お問い合わせフォーム　
https://omega.or.jp/contact/


